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この報告書は、県営ふるさと農道緊急整備事1業 に伴い、平成 14年度に実施した、航畔遺跡

における埋蔵文化財発掘調査の報告書であります。

この調査により、後期旧石器時代から古代にかけての遺構や遺物などが検出され、南九州

の当時の歴史を解明するうえで多大な成果をあげることができました。

この発掘調査で明らかにされたものは、先人が残 した私たちの文化遺産であ り、これらの

成果を活かすことが、我々に課せられた重大な責務と考えてお ります。本書が町内に所在す

る文化財の保存に役され、また本町の学術資料として学校教育、社会教育などに幅広く活用

頂ければ幸いに存じます。

尚、発掘調査を実施するにあた り、関係各者より頂いたご指導 とご協力に対し、心から感

謝を申し上げます。

平成 17年 3月

高岡町教育委員会

教育長 中山 芳教
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例   言

1 本書 は、県営ふ るさと農道緊急整備事業 に伴い、2002年度 (平成 14年度 )に 実施 した埋蔵文化財

発掘調査の報告である。

2 黒耀石及びサヌカイ トの産地同定 は藁科哲男氏 (京 都大学原子炉実験所)に 依頼 し、分析結果 は本

書 「第 Ⅲ章  自然科学分析」 に掲載 させていただいた。ただ し、一部の姫 島産黒耀石については、藤

本の肉眼観察 による判断 とした。その他の石材 については、その鑑定 を宍戸章氏 (南 九州大学非常勤

講師)に 依頼 した。

3 現場 にお ける測量 。実測作業の一部 は、 (有 )ジパ ング・サーベイに委託 した。

4 石器の実測 につ いては、その一部 を株式会社埋蔵文化財サポー トシステムに委託 し、その他の石器

の実測 は藤 木が行なつた。土器の実測・拓本 は (高 岡町教育 委員

会)の協力 を得て行なつた。

5 航畔 遺跡の遺跡番号 は338で ある。出土遺物 は高岡町教育委員 会 に保管 している。遺物の注 記 は、

「遺跡番 号 ―土層 番号 ―遺物 取上番号 」 を基本 とし、収蔵番 号 につい ては、「報告書 シ リーズ番号 +

報告書 内遺物番号」 としている。

6 本書の執筆及び編集 は、藤木が行なつた。

凡  例

1,遺 物分 布図 中の 遺 物間 の接 合 関係 は結 線で 示 した 。石 器 は剥離 の順 番 を下 記の要 領で 示 した 。

新 しい剥離 ―十~~~~~>古 い剥離

同時の剥離

2,法 量の単位 はcm(最大長・最大幅・最大厚 )と g(重量)で ある。

3,石 材分類 は表 7に 示す とお りである。流紋岩・ホルンフエルスについて は細分 を行なつているが、石材の判

定が困難で あ り、現在 も調査 中である。そのため、 本文 中で は一括 して表す とき、「流紋岩系 」 と表

記 した。
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立早 はじ皮)に

第 1節  調 査 に至 る経 過

1 調査経緯

遺跡は、宮崎県東諸県郡高岡町大字小山田2287-2番地外に所在する。調査の契機は、まず、平成H

年2月 に文化財の有無についての問い合わせがあった。そして同年4月 に、ふるさと農道建設に伴う仮

設道の設置 につ いて、宮崎県中部農林振興局 (以下県振興局)と 町教育委員会 とで、埋蔵文化財の取 り

扱いについての協議が行なわれた。その中で全体計画が示 され、仮設道 も含めて周知の遺跡 にかかるこ

とか ら、路線 内の分 布調査 を実施す ること となった。5月 に町教育 委員会が 宮崎県 教育委 員会文 化課

(以 下県文 化課)立 ち会い の もと分布調査 を行ない、 さらに6月 29日 か ら7月 15日 で確認 ,試掘調査を

行ない、 8遺跡 14箇所で遺動の保存状況が良好である ことがわかった 。その結果 を も とに7月 末か ら8

月 にかけて県振興局、高岡町農村整備課、県文化課、町教育委員会 とで協議 を行 なつた。その結果、眈

畔遺跡の調査 を行な うこととなった。

調査期間は、平成 14年4月 18日 ～9月 10日 である。

第

2 調 査 組 織

調査主体 高岡町教育委員会

調査

2002年度 (平 成 14年度 )

教 育 長   中山 芳教

社会教育課長  小岩崎 正

文化鷲係長    島田 正浩

主   事   廣田 晶子

嘱   託    松本安紀彦

主 事   藤木 晶子

また、調査を実施するにあた り、地権者の方をはじめ関係各位のご理解 とご協力を頂いた。 また、発

掘調査か ら整理報告 に至るまで、福田泰典 (宮 崎県埋蔵文化財センター)、 和田理啓 (宮 崎県文化課)の ご

指導・ご助言を得ている。記 して深謝の意を表 したい。 (順不同、敬称略)

第 2節 遺跡の立地 と周辺 の環境

1 地 形 的環 境

高岡町は 山林が70%以上 を 占める。その町中央を蛇行 しな が ら大淀川が 東流 し、 それによって形成

された河岸段丘か らその東側 に広が る宮崎平野 を一望で きる。 この大淀川 に起 困す る自然環境が大 きく

人々の生活を左右 していた ことはい うまで もな く、 しか るに歴史的要因に も導かれていた。高岡町の地

形につ いて合原敏幸氏
(1)は 「高岡町 南部の高岡山地 中央部及び 東部 には白亜 紀の四万十累 層群 に属す

報告

2004年度 (平 成 16年度 )

教 育 長   中山 芳教

社会教育課長  小岩崎 正

文化財係長    島田 正浩

L
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る砂岩 を伴 う頁岩、砂岩頁岩互 層が分布 してお り、一部玄武岩 、凝灰岩 などの塩基性岩類が含 まれ る。

内之八重付近の砂岩頁岩互層中には塩基性岩類 に伴 つて、厚 さ lm～ 2mの チ ャー トが見 られる。高岡

山地西部 には、古第二紀の四万十累群 に属す る砂岩 を伴 う頁岩、砂岩頁岩互層が分布 してお り、高岡山

地 を南北 に横切 る高岡断層 によつて前述の 白亜紀の層 に接 している。高岡町の中心部付近及び高岡山地

北部 には、新第二紀の宮崎層群 に属す る砂岩、泥岩、砂岩泥岩互層が広い範囲で分布 している。本層 は

四万十累層群 を傾斜不整合の覆 う海成層で、貝、カニ、 ウニ等の化石を含む。 さらに、町中心部付近 に

及び西部 は宮崎層群 を不整合 に覆い第四紀の礫、砂、及び粘土か らなる段丘堆積物、主 にシラスか らな

る姶良噴出物、及び主 に礫、砂 シル トか らなる沖積層がみ られ る。段丘堆積物、姶良火 山噴出物 は急傾

斜 とその上の広 い平坦面や暖斜面か ら形成 され る台地状の地形 を有 している。沖積層 は、大淀川、浦之

宅川、内山川 、飯 田川等 の河川流域沿 いに分布 して いる。」 (高 岡町埋 蔵文化財調査 報告書 12集 よ り抜

粋)と している。 (1)高 岡町 役場 職 貝

2 歴 史 的環 境

旧石器時代  遺跡の多 くは台地あるいは河岸 段丘上で確認 されて いる。 町内最古の遺跡は、 小山田。

高浜地 区の一連 の河岸段 丘状で確認 されてい る。高野原 遺跡第 4地点 と永 迫第 1遺跡 、永迫第 2遺

跡であ る。高野原 遺跡では、 9層 (姶 良Tn火 山灰 下位)か ら、 接合資料、 スクレイパーや石 核な ど合

む石器群 と、 日東産 黒耀石製 ラウン ドスクレイパ ー 1点 か らなる石器 群 とが出土 した 。永迫第 1遺

跡で はナ イフ形 石器製 作 ブ ロ ックが検 出され た。 姶良Tn火 山灰上 位の遺 跡は、向屋 敷遺 跡で礫 群

(報告原 文では集 石遺構 )と ともにナイフ形石器やス クレイパ ーが出上 した。高野原 遺跡第 1'2地

点で も、層位的 に不安定 なが らナ イフ形石器 、スクレイパー といつた遺 物の出上が ある。永迫第 1

遺跡で は剰片尖 頭器が出上 している。 また、 野尻町 に近い一 里 山地区では、剥片尖 頭器が採 集 され

たほか 、刈ヽ田元第 2遺跡で、姶良Tn火山灰直 上か ら細石刃文 化期 までの 4時期の旧石器文 化層が確

認 され 、高岡町 内におけ る旧石器 時代編年作 業にとつて も重要な 資料 とな つた。久木野 遺跡第 8地

点では、ナイフ形石器、台形石器群が 3文化層確認 された。

縄文時代  草創期資料 は、茶屋原遺跡で爪形文土器が出上 したのみである。早期の発掘調査例 は多 く、

天 ヶ城跡 、宗栄司、久木野 (1区 ～ 4区 )、 橋山第 1、 橋上、八久保第 2、 榎原、中原、的野 、高野

原、 永迫第 1、 永迫第 2の各遺 跡が挙 tデ られる。土器の様相 をみ ると、天 ヶ城 跡では、押型文 土器

と桑 ノ丸式上器が大半 を占め、 その両者の折衷土器 も出上 して いる。橋山第 1遺 跡 は、前平 、吉 田、

下剥峰 、桑 ノ丸 、平棒、 塞 ノ神、苦浜 、押型文 等の各型 式の土器 が出上 した 。 また 、永迫第 2遺跡

ではア カホヤ火 山灰下位か ら攻 状耳飾 が出土 した。永迫第 1遺跡で は帖地型石 鏃製作 ブ ロックが確

認 され た。各遺跡 の遺構は、集石遺 構や陥 し穴状遺構 が中心で掘 り込みや 柱穴を もつ 住居 は現 時点

では検 出 してい ない。前期 は久木野遺 跡第 1区 、永迫第 2遺跡な どで確認 されている。中期は 同 じ

く久木 野遺跡で 春 日、大平 、岩崎下 層 の各型 式の もの が出上 して いる。後期 は的野遺跡 で阿高系 ・

岩崎下 層式、綾式上 器な どが 出上 した 。橋 山第 1遺跡で は阿高系 の上器や疑 似縄文の土器が出上 し

た。 さらに久木野遺 跡では円形竪穴住居 跡 とともに北久根山 式が出土 している。城 ヶ峰 遺跡では市

来式や 北久根山 式が出土 した。山子遺 跡、赤木遺 跡等で も該期資料 が若千採集 されてい る。晩期 は

黒色磨研土器が学頭遺跡か ら出土 している。

“
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弥生時代  後期資料 の調査例が多 く、前～中期 の調査例 は少 ない。標高 15m程の微 高地状の とこ ろ

に位置 す る学頭 遺跡か らは、断面 V字状 を呈 す る溝状 遺構や竪穴 住居跡が検 出された 。舌状の丘陵

先端部の位置す る的野遺跡で は、後期の上墳墓が検出された。

古墳時代  集落遺明の調査は八児遺跡や高岡麓遺跡第 5地点がある。高岡麓遺跡で は 2軒 の竪穴住居

跡が検 出され 5世紀中頃 に比定 され ている。 また、八児遺 跡 は側壁 にカマ ドが付設 され た竪穴住 居

跡 (7世紀代 )な どが 12軒以上検 出された。両遺跡 と も標高がほぼ 同 じで大淀川 の氾濫源であ る低

地 に位 置 してお り、該期集 落の一端 をみるこ とが出来 る。次 に、 墳墓遺 跡の調査 は久木野 地下式横

穴墓群 がある。 これ まで 4基の調査がお こなわれ、人骨 と ともに鉄 斧や玉類 が出上 し6世紀前半 と

してい る。 また、町内に は 3基 の 円墳 (県指定 古墳)が ある。その古 墳付近で 、耕作 中 に壺が 2点

と鉄製品が発見 されている。

古代  高岡周辺 は浄平年間 (931～ 938年)の和名抄 によると、その当時は 「穆佐郷」 といわれてい

た。 それ よ り遡 る時代の遺

"が
最近の調 査で確認 されている。一つ は蕨野遺跡 で、 大淀川 北岸の丘

陵 (大 字花 見)に 位置 し、 9世紀 後半の上 師器の椀、 皿な どを生産した焼成遺 構が 6基以 上検 出さ

れた。三生江遺跡 や的野遺跡か らは同 時期の越州窯系青磁 椀や緑釉陶器な どが 出土 している。 また、

宗栄 司遺跡 や二反 野遺跡 で土師器椀 が出上 してい る。古代 の墳墓 として は、 八児 遺跡か ら胡勒H鏡 、

鈴、石鍋等を副葬 した土娠墓が検 出されている。

中世   建久図田帳によると高 岡は、 12世紀 には 「島津圧穆 佐院」 といわれ ていた。その後、 南北朝

期 を経 て、 島津氏 と伊東氏 の対立 を迎 える。 その中心 となつたのが穆 佐城である。 穆佐城 は足利専

氏が九州 の拠点 とした ことか らは じ まる。その後 、 島津久豊 ・忠国の居城、 そ して伊 東氏48城 のひ

とつ となってい く。平成 3年 には穆 佐城の縄 張 り調査を実施 し、 その成 果 として、 南九州 特有の特

徴 をもつ とともに機能分 化のみ られ る山城で あることが わかった 。その よ うな中で 、穆佐城 周辺の

大淀川沿いに も小規模な山城が点在 し、戦国時代か ら近世へ と移 つてい く。

近世  中世 までは高岡の中心地 は穆佐城周辺だつたのに対 して江戸の時期 になると天 ヶ城周辺 に一変

す る。鹿児 島藩は、天 ヶ城 と穆 佐城の裾地 に多 くの郷士 を移住 させ麓 を形成 させた 。そ して、 綾、

倉岡 と ともに関 外四ヶ郷 として、特 に高 岡郷 はそ の中心 と して鹿児島藩の東方 の防衛の要 として発

展す る。高岡の地頭仮屋 を中心 に広が る高岡 麓遺跡は、計画的 な街路設 計がなされ、郷士屋 敷群 と

町屋群 に分割 されている。 調査 はすでに 12箇所以上で実施 され、町屋 を調査 した第 1地 点では大 火

跡 と思 われ る焼 土層の下 か ら素堀の井戸や上 坑 を検 出した。 さらに、第 5地 点では郷 士屋敷群 の一

角を調 査 し建物 跡や陶磁 器類 を検 出、第 8地 点では武 家門の下 部構造 を明 らかにした。既刊の近世

期の発 掘調査 は高岡麓遺 跡だけに留 まってい るが、道路脇 な どの石 塔類か ら も当時の状 況 を知 る こ

とがで きる。

3 遺 跡 の立 地

航畔遺跡は、国指定史跡穆佐城跡 と同一の丘陵上 にある。丘陵は西か ら東 に向けて張 り出 し、航畔遺

跡付近で最 も幅が狭 くな り、ここか ら東側 に再び広がった ところか ら丘陵先端 までが、修佐城跡である。

シラス丘陵 であ り、南北の斜面 は急角度で平野部 に至 る。遺跡の標高 は41-44mで 平野部 とは約30m

を測 る。

-10-

L



「

|

Ⅲ 前
1原

蜘

一
十

一

‖
I 
II

|

Ⅲ
Iい

~下
~

十 二
LI
!

ヽ Ｌ ヽ モ

４
、 　 ィ 　 ・

響
′//

ド
氷
ご

/1

府 ヘ ォ 一 ′ ガ て
／々

ノ

と ザ
，

― 〕 〕 ―

/

日
｀
卜ヽ

1ち

仏
耐

′
式

効 縣

ンヽヽ 、　
，

　 メ ノ

ど 塘
４ 　 ａ
う

第
2図

 
遺

跡
周

辺
地

形
図

(S
=1
/5
,0
00
)



第 H章 調査

第 1節  調査の概要

1 調査 の方法

航畔遺跡は、国指定史跡穆佐城跡の立地す る丘陵上の西側に位置する。修佐城跡は、中世の大規模な

山城である。そのため今回航畔遺跡を調査するにあた り、穆佐城跡関連遺構が周囲に存在する可能性 も

考慮に入れて行なった。 まず、遺跡周辺の詳細な地形測量を行なうとともに(第 3図 )、 人工的に作 られ

た急斜面や区画がないかどうかを確認 した。その結果、遺跡の南側 と北側にある急斜面についてはシラ

スに起因する自然地形である可能性が高いことがわかった。調査区内は、北側に二段の微高地部を持ち、

南西側は緩やかに傾斜する平坦面である。北側の微高地部は中世山城関連遺構の可能性が考え られた。

また、調査地は、最近 まで蜜柑園として利用 されてお り、現地形は、蜜柑園を造る際に造成 された可能

性 もある。そのため調査は、段差部分を貫る トレンチを設定 し、土層の確認か ら始めた。その後の調査

は、層位的発掘調査に切 り替えた。廃土置 き場が周辺で確保で きなかったため、調査区を2分 して行な

つた。大規模な攪乱、火山灰層は重機にて除去 した。

遺構の実測は1/10の遺構実測 と測量システムを併用 した。遺物の取 り上 tデ は測量システムを用いた。

2 調査 の経過

蜜柑伐根の後、 1ト レンチを入れたところ、旧地形 と現地形にはかな り差があることがわかった。重

機によって一部の表上を除去 したのち、調査区全体を把握するために、 2,3,4, 5ト レンチを設定

した。旧地形は東から西に向かつて傾斜 し、西側には小さな谷部がある。かつ北から南へ緩やかに傾斜

す る地形であることが判明した。微高地部 と平坦部 との境の斜面一帯に近世陶磁器の出土する大規模な

掘 り込み (挟 り)が確認 されたが、ガラスやプラスチツクが共伴 したこ とで、近現代の造成 と判明した。

さらに、 4ト レンチでは近現代の所産 と考えられる大 きな落ち込みが確認された。 また、 2ト レンチ東

半部は造成 による削平で地山となる一次堆積のシラスが確認 された。このことか ら、遺跡の旧地形は、

近現代の造成によりかな り損なわれてお り、そのために中世の山城に関連する遺構等は、その有無を確

認できない ことが確認 された。今後の調査 は、これ らの造成・削平部分を調査対象から除き、北側微高

地部 と西～南側の平坦部に限 られることとなった。廃土置場の関係から、調査区を 2ト レンチを境に2

分 し、北西部の調査から行なった。第 3図 の上半部が北西部、下半部が南東部にあたる。

北西部の調査 北側微高地部 と西側平坦部に分けられる。

西側平坦部は、 Ⅲb層 では 1ト レンチ付近で剥片 。チ ップが数十点 と、礫が集中して 出上 した。その

他の地点では、遺物の出土は極めて少な く、Ⅲb層 の出上のない部分 とⅢc層 は重機により掘削した。

微高地部縁辺 Ⅳb層上位で集石遺構検出。中 1基、小 1基。旧地形は北か ら南へ向かうなだらかな傾

斜地であったと考 えられ、集石の南側にも遺構が存在 した可能性は高い。続いて 2・ 3・ 4号土坑が検出

される。 2・ 3号土坑は包含層が残つていなかつたため、層位的な時期決定は困難。出土遺物や埋上の

観察から早期の所産である可能性が高い。Vb層上面で空中写真撮影を行なつた。

一-12-
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第 3図  調査区位置図
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空撮後、急斜面 となつた西側平坦部 はVb層上面で全面 調査か ら トレンチ調査 に切 り替 える。 1ト レ

ンチ を拡張 し、土層の堆積状況の確認 と、遺物の出土状況 を記録す る。遺物がⅥ層で若千 出上 したのみ

で、その他の遺物 は確認 されなかつた。土層の撮影・実測 を行ない、調査 を終了 した。

北側微高地部 はⅥ層 上面で陥穴状遺構 を 1基検 出(1号土坑 )。 埋土 は小林軽石混 じ りの黒色ブロ ック

を含む。Ⅵ層、Ⅶ層 を全面掘削 し、遺物 出土状況写真撮影、淑1量 を行なった。遺構 は検 出されず。Ⅷ層

は 4ト レンチ西 を 3m幅 で掘削 し、石器が出上 したため、写真撮影、測量 を行ない、調査 を終了 した。

南東 部の調査  表土 か らHb層 までは重機 で除去 した。 その 後 Hc層 'II d層 掘 削。 古代 の遺物が 出土。

Ⅲa層 で縄文晩期 土器 出土。Ⅳ層掘削、 この面で空中写真撮影実施。 V層 は当初の 出土遺物が僅かであ

ったため、 トレンチ調査 に切 り替 えたが 、礫が多出 し、全面調査 に移 行。Ⅵa層 で も多量の礫 出土。測

量、写真撮影 を行ない、調査 を終了。

9月 10日 、すべての埋め戻 しを完了 した。

3 遺 跡 の基 本 層 序

基本層序 は次の通 りである。

I― 表土 (a:現耕作土 ,b:旧 表土 )。  H― 黒褐色土 (ai小 礫少量含 む,bi小 礫多 く含 む)ci dよ リソフト,di小 礫

非常 に多 く含 む,ei Ⅲ層 との漸移 層 )。 Hc・ d層 に古代の遺 物が包含 される。 Ⅲ―アカホヤ火山灰層 (a:

やや黒 く濁 る二次堆積層 ,bi締 まりのある二次堆積層 ,c:一 次堆積層 )。 南東部 はⅢ層のアカホヤ火 山灰が

約 lmの 厚 さで堆 積 していた。一次堆積層 は重機で除去 。Ⅳ―霧島牛のす ねローム層。縄文早期の遺物

が包 含 され る。 V― 褐色 土層。 縄文 早期の遺物 が包含 され る。 Ⅵ ―小林 軽石混 土層 (a:極 暗褐色

土 ,bi黄 褐色土 ,c:小 林軽石多 く含 む)。 谷部で百器が者千 出土。 Ⅵ
I…

Ⅵ層 に小礫含む 。 lll― 明褐色

粘質土層。 旧石器の遺物が包 含 され る。 Ⅶ 喧。Ⅶ層 に小礫含む。 Ⅷ ―姶良Tn火 山灰層 。漸移層 も含

む。漸移層 に旧石器の遺物が包含 され る。 Ⅸ―姶良入戸火砕流 (aツフト,b!締 まりあ り)。 地 山である。

小礫 を含む層が南西の谷部で確認 されたが、小礫の多 くは 3～ 5 cmの 完形 円礫である。 これ らの小礫

は、遺跡南西側の斜面で確認で きることか ら、 自然転石 とし、整理作業段階で遺物か ら除いた。

4 主 な遺構 と遺物

航畔遺跡の調査では、後期旧石器前半か ら古代 までの文化層が確認 された。このほか、攪乱坑や表土

から中近世及び近現代の遺物が出上 している。大半は近世・近現代の所産で、中世の遺物は僅かである。

時   期 関連火山灰

古代 (H層 ) 土師器皿

古墳 (Ⅲ 層) 土師器甕

縄文後期・晩期 (Ⅲ 層 ) 黒色磨研土器、打製石鏃、石匙

縄文早期

(Ⅳ・V層 )

後期旧石器後半

(Ⅵ・Ⅶ・Ⅷ層)

小林軽石

姶良Tn火山灰

轟 1・ 鎌石橋式土器、打製石鏃

帖地型石鏃、石匙、スクレイアヽ
°―

ナイフ形石器、スクレイアヽ
°―

接合資料

アカホヤ火山灰

牛のすねローム 集石遺構 2基

土坑 4基

―-14-一
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肱畔遺跡土層
I 表土 (a:現耕作土,旧表土)  Ⅱ 黒掲色土 (a:小礫少量含む,b:小礫多く含む,c:dよ リソフト,

Ⅲ アカホヤ火山灰層 (a:や や黒く濁る,b:二次堆積層,c:一次堆積層)  V 霧島牛のすねローム層
Ⅵ 小林軽石混土層 (a:極暗褐色土,b:黄褐色土,c:小林軽石多く含む)  Ⅵ'M層 に小礫含む  Ⅶ
Ⅷ 姶良Tn火山灰層  区 姶良入戸火砕流 (a:ソ フト,b:締まりあり)

― 沸
Ml

d:小礫非常に多く含む,e:Ⅲ層との漸移層)

V 褐色土層
明褐色粘質土層  Ⅶ'Ⅶ層に小礫含む

第 4図 土層実測図
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第 2節 Ⅵ・Ⅶ・Ⅷ層の調査

Ⅵ層小林軽石混土層か らⅧ層姶良Tn火 山灰層 までである。後期 旧石器時代後半期 に該当す る。

石器の分布 は、 Ⅶ oⅧ層 を中心 に北側斜面で まとまって出土 した。南側の斜面 でⅥ層の遺物が若干 出

上 してい る。Ⅵ層 10点、Ⅶ層 38点、Ⅷ層 115点 の合計 163点 が出上 した。すべての層位間で接合関係

が確認 され た。特 にⅦ・Ⅷ層間では頻繁 に認め られた こ とか ら同一文化層 と考 えられ る。Ⅵ層 は遺物 量

が非常に少な く、 また、接合関係か ら下層遺物の混入 も考 えられ、文化層の設定 は困難である。

散礫

礫 は、Ⅶ・Ⅷ層 は調査 区北側の斜面で 、Ⅵ層 は南側 の谷部で主 に出上 している。全体で 2,OH点 出土

し、総重量 は 198,151gで ある。 この うち、95%以上が砂岩である。重量別出土状況を見 ると、 508以

下が最 も多 く、200富 以下で全体の90%を 超 える。 2 kg以上の礫 は 2点 である。95%以上の礫が程度の

差 はあるが赤化が認め られた。完形礫は 140点 であった。接合作業はⅥ層 とⅦ・Ⅷ層 とで分 けて行なった。

石器

器種構成 は、ナイフ形石 器 1点 、スクレイパ ー 1点、掻器 1点 、微細剥離 あ る承1片 3点 、剥片・チ ッ

プ 147点 、石核 9点、敲石 1点 である。 石材別 にみ ると、流紋岩系 155点 、肥薩系黒耀石 3点 、黒耀石

チ ップ 1点 (産 地分析不能 )、 チ ャー ト2点、砂岩 2点 である。黒耀石及びチ ャー トは剥片のみであつた。

X半

X

3875m   385m

弼
　
礫

▲

　

　

い

X

―・―・―は、VЫ冒包含層残存範囲

O

第 5図  Ⅵ・ⅥI・ Ⅵ‖層出土遺物分布図
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第 8図  Ⅵ・Ⅶ・Ⅵ‖層 出土 石 器 石 材 別 拡 大 分 布 図

流紋岩系製品

1は 、剥片 を縦位 に利 用 した、二側縁加工の ナイフ形石器である。 左側面 は腹面か ら背面 に調整剥離

が施 され る。右側面 は、腹面及び、背面か ら調整剥離が施 され る。

2・ 3は スク レイパーである。 2は 下縁部 に腹面か らの二次加工が施 され る。両側縁部 には微細剥離

が認め られ る。 3は 肉厚な剥片 を縦位 に利用。腹面か ら背 面 に向けておお ざっぱ な二次加工が施 され

る。

4は微細剥離 ある剥片である。縦長剥片の右側縁部 に微細設I離 が認め られ る。

5～ 9は石核である。 5は こぶ し大のやや扁平な礫を素材 とする。 まず、上面に打面が作 出され、

右側面で縦長剥片が設1離 される。その後、表面に大型の縦長剥片が剥離 され、表面右上に細かい剥離が

加えられる。左側縁、裏面、下面は礫面である。 7は 摂理によって直角に割れた素材か らの剥片剥離

である。上面に打面を設定 し、右側面、表面、左側面に連続的に剥離が施 される。裏面は礫面である。

6は 7と 同じ石材で、四角形を呈する石核である。上面 と右側縁は礫面である。 7の剥片剥離が施 され

る前段階 と考えられる。 8は 石核左側面からの剥離によって打面が作出され、全面に剥片剥離が施 さ

れる。船野型細石刃核ブランクの可能性が考えられる。 9は 上面を打面 として剥片剥離 が行われる。

作業面は表面のみである。裏面は礫面。

(接合資料〉 接合資料は41点 12個体が確認された。 そのうち百核を含 む資料が4個体、ほかはすべ

て剥片の接合であった。
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第 9図  VI・ ⅥI・ Ⅵ‖層出土石器実測図 (1)

-20-

一

…



以下は石核 を含む接合資料である。

接合資料 1

剥片 H点 と石 核 (21)の 接合 資料

であ る。 剥片 剥離 は 3工程 に分 け

ることがで きる。

1工程 石 核下面か ら剥離を施す。

10の みである。

2工 程  石核 上面 の摂 理面 を打 面

に して 右 側面 を連 続 的 に剥 離。

11→ 12→ 13→ 14→ 15の 順 に剥

離 され る。 Hは 打点折損。

3工 程  2工 程 と同様、 石核 上面

が打面。 作 業面 を表 面 に切 り替

えて剥 片剥 離。 16→ 17+18+

19→20の‖贋に剥離 される。

打面 は、 10の下 面の もの以外

はす べて上面 に設 定 される。 剥片

は、 摂理 の影 響で 寸詰 まりの もの

や、肉厚 の ものが 多い。石核 (21)

は、 上面 及び 下面 に摂 理面 を有 す  16

る。 裏面 には礫面 が残 り、剥離 途

中で 剥片 剥 出 を放 棄 した可 能性 も

考 えられる。

接合資料 2

石核 と剥片 の接合資料である。

まず、 石核 (27)と それ以 外の 石器

に 2分割 され ている。前者 27の石

核 は、打面 を左 側面 →下 面 と転移

しなが ら、剥離 が行 われ る。 その

後、表面及び右 側縁 を作業面 とし、

上面 か ら小型 の縦 長剥 片を連側 的

に剥 出している。後者 は、 25+26

が剥 片素 材石 核 とな り図面 左側 面

か ら22(剥 片)→ 23(剥 片)+24(剥

片)が剥離 される。摂理の ため、剥

片は不定形のを呈す る。 第 10図  Ⅵ・ⅥI・ Ⅵ‖層出土石器実測図 (2)

-21-
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接合資料 3

剥片 (28)と 石核 (29)の 接合資料である。石核 は下面 に礫面が残存す る。打面転移 を頻繁 に繰 り返 し、

剥片剥離を行 つている。 4工程 に分 けることがで きる。

1工程 百核上面 を打面 に設定 し表面及び左側面 を作業面 とした縦長剥片承1離。

2工程 石核左側面 を打面 とし石核上面か ら裏面 にかけてを作業面 とした剥片剥離。

3工程 28を 含む石核上面 を打面 とした剥離。

4工程 石核裏面 を打面 とした右側縁部の剥片剥離。

接含資料 4

剥片(30)と 石核 (31)の 接合資料である。摂理面 によつて接合。31の 石核 は上面が摂理面、側縁

部及び下面が礫面である。上面 を打面 に設定 し表面 と裏面 に連続 した剥片剥離が認め られ る。

砂岩製品

32は敲石である。上面、左側面 、下面及び右側縁下 部 に敲打痕が残 る。最大長 H.5cm、 最大幅 8 cm、

最大厚4 75cm、 重量496gで ある。

表 1 Ⅵ・Ⅶ・Ⅷ層出土石器内訳表

ナイ

フ形

石器

,及糸田承J

離ある

剥片

剥片

チップ

石核 敲石

スク

レイ

パー

掻器 合 計

流紋岩系 1
０
０ 140 9 1 1 155

肥薩地域系黒耀石
０
０

つ
０

未分析黒耀石 1 1

チャート ９

，

９
色

砂岩 1 1
９
缶

合計 1
つ
０ 147 9 I I 1 163

表 2 Ⅵ・Ⅶ・Ⅷ層出土礫属性表

ⅥoⅦ oⅧ層    重量別 形状別 ヲF化男u

F
1%

諜重量 A… ～50g,B… 51～ 100g,C… 101～ 200g,D… 201～ 300g,E… 301～400g,F… 401～ 500g,

G・・501～ 750g,H・・751-1,000g,1・・1,001～ 1,500g,J・・1,501-2,000g,K・ ・2,000g～

Ｄ
親
　
　
　
‐
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▲ 石器

B礫

4375m

縄 5m

×

第 3節  Ⅳ oV層 の調 査

Ⅳ層牛のすねローム層とV層褐色土層を対象とし、文化層は縄文時代早期相当である。場所によつて

堆積状況が異なるが、Ⅳa,b,Va,b,c層 に細分 して遺物取 り上 げを行なつた。

分布状況

土器 は、小片 を含 めると調査区全面か ら出上 している。型式の推定で きる資料 は、調査区南側で、主

にⅣa層 か ら出上 している。

石器 は、平面分布は、調査 区南側でやや多 く出上 した。垂直分布 を見 ると、各層位か らまんべんな く

確認 された。産地 分析実施 分 につ いては、肥薩 地域系黒 耀石が Vb層 か ら、西北 九州産黒 耀石が Ⅳb、

Ⅳ層か ら、姫 島産黒 耀石がⅣ a、 Ⅳ、 Vb層 か ら、多久産サ ヌカイ トはⅣ a、 Ⅳ、 Vbの 各層か ら、 金 山

産サヌカイ トはⅣb層 か ら出上 している。

礫 は調査区全面か ら出上 した。

文化層

土器 はⅣa層 に中心が見 らヤム 1文化層 と考 え ることがで きる。 石器 はⅣa層 か らVc層 まで確認 され

てお り、細分 される可 能性が高い。36の帖地型石鏃 は、 35の 土器 と平面 分布で は非常 に近 い位 置で出

土 しているが、垂直分布 を見 ると、Ⅳa層 とVb層 か ら出上 してお り、30cmの高低差がある。そのため、

35の 上器 よ りも古い所産であると考 えられ、少な くとも2つ の文化層が存在す ると想定 され る。

X＼

×   郭25m

型 Om

X
425m

4225m
420m

×
4175m十
415m
4125m
410m

却95m

7滅
5m390m3875m

―・― ―は、Ⅳ層包含層残存範囲

0              10m
4075m

第 13図  IV・ V層遺構配置図

L

4075m
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b p43m ―― b'

3号土抗

1明褐色±  2責 掲色±  3に ぶい黄褐色土

4明褐色粘質土 黒色粒多く合む  5に ぶい褐色粘質土

シラスフ
｀
ロッタ含む  6に ぶい黄褐色粘質土

7にぶい黄褐色±  8褐 色粘質土

9責褐色土 ンラスデロック含む  lo 8と 似る

2号土抗

1号土抗

1小林軽石混褐色土

2にぶい黄褐色± 2cmの橙色軽石含む

3明赤褐色粘質土

43と 同質

5暗褐色土

6暗褐色土

7褐色土

3号土抗
さ

ひ

ピ

獅
伍種日日Ｈ〕

℃

||

第 14図 遺情実測図 (1)

4舗
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―

遺構

土坑 4基、集石遺構 2基が確 認 され た。すべ  4号土抗

ての遺構 は北側の微高地部で検 出された。

た

1号土坑

Ⅵ層上面で検出された。平面形状は長軸 2m、

短軸 13mの 長精 円形 を 呈す る。床面 は長軸 ―

0.8m、 短軸 05mの長方形を呈 し、長軸上に小

ピッ トを2つ 有する。 ピッ トの深 さは30m前後

であ る。土坑 の残深は2mで、90～ 75度の角度

で立ちあが り、上部 はラ ッパ状 に開 く。

2号土坑

Ⅷ層 上面で 検 出されたが、 H～ Ⅶ層が 存在 し

ない ため、実際 の掘 り込み面 は、 上位 にあった

と考 えられ る。土坑の平面形状 は、長軸2m、 短

軸 lmの 長 方形 を呈す る。床面 は長軸 19m、 短

軸 lmの長 方形 を呈 し、小 ピ ッ トを 2つ有 す る。

ピ ッ トの深 さは 60cmと 深 い。 土 坑 の残 深 は

07mで 、短軸 方 向へ はほぼ垂 直 に立 ち上が る。

長軸 方向へ はやや 丸みを帯びて 立 ち上 が る。土

坑か ら縄 文土器が出上 した (第 19図 33)。 早期末

葉相 当の苦 浜式上 器であ る。 出上 位置 は埋土 中

位で、土坑 に伴 うものか どうかは不明。

3号土坑

Ⅵ層 上面で 検 出された。 H～ V層 が 存在 しな

いた め、本来 の掘 り込み面 は不明 である。平面

形状 は長軸 16m、 短軸 1 lm以上 の精 円形 を呈

す る。 床面 形状 は、長軸 0,8m、 短軸 06mの 楕

円形 で中央 に小 ピッ トを 1つ 有す る。 ピッ トの

深 さは30cm程 度である。土坑の残深 は13mで 、

80～ 70度 の角度で立ち上がる。埋土 は、明褐色

粘質 土な どの粘質 上が堆 積 し、肉眼観察で はア

カホヤ火 山灰 は確 認で きなかつた。時期 決定の

根拠 は乏 しいが、早期以前の可能性が高い。

4号土坑

436m

Ｅ
Ｏ

∞
ヾ

1号集 石

445m

‥
嗚
毒

れ
■
４
１

2号集 石

=sttL EO● デ

篭

式
|

444m

… 先 憔

0                           2m

第 15図  遺構実測図 (2)

わ
駒

|

一 →

Ⅳb層上 面で検 出 された。 平面 形状 は長 方形で、長軸 1,7m、 短軸 10mを 測 る。床面 は長軸 14m、

短軸08mで ある。床面 は緩 やかな傾斜で 北方 向へあが つている。土坑の残 深 は05mで 、約 65度 の角

度で立ち上がる。

L
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表 3 V・ V層出土石器内訳表

帖地型

石鏃

製

鏃

打

石
削器 石匙 二次加

工剥片

微細剥離

ある剥片

剥片・

チップ
石核

流紋岩系

肥薩地域系黒耀石

西北九州系黒曜石

姫島産黒曜石

未分析黒耀石

チャー ト

弱瑞

多久産サヌカイ ト

金山産サヌカイ ト

1

1

1

1

1

1

1

1

1

Ｏ
υ 24

2

9

5

3

2

つ
０

９

〕

32

2

9

5

3

6

1

3

1

合 計
９
色

つ
０ 1 1

９
色 3 45 5 62

表 4 集石遺構、V・ V層出土礫属性表
1号集石      重量別

F       G
%^、  ノ

rl%

赤イ明 1

礫重量 A… ～50g,B… 51～ 100g,C… 101～ 200g)D… 201～ 300g,E… 301～ 400g,F・・401～ 500g,

G・・501～ 750g,H・・751～ 1,000g,I・・1,001～ 1,500g,」・・1,501～ 2,000g,K・ 。2,000g～

槌
雛

ヲF化】J
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1号集石

調査区北側微高地部の南向き暖斜面で V層上面か ら検 出された。調査区端 にかか り、遺構の一部 は確

認で きなかつた。平面形状 は長軸 1.2m+α 、短軸 1.lmの精 円形である。東側へ下 り傾斜 している。構

成礫の99%が砂岩礫である。総重量が49,891g、 434点の礫で構成 され る。完形課が24点確認 された。

93%の 礫 に赤化が見 られ た。 礫の重量 は200gま でで85%を 占める。接合作業 の結果、 152点 59個体

が集石内接合 し、 1個体が完形礫 となつた。 また、 2号集石 と2点、Ⅳ b層 と 1点、 2号集石及びⅣ b

層 と2点 が接合 した。

2号集石

1号集石 に隣接 して検 出された。平面形状 は長軸 0.4m、 短軸03mの 精 円形 を呈す る。すべて砂岩礫

で、総重量 が3,244g、 17点 の礫 で構成 され る。 この うち 2点が完 形礫である。89%の 礫 に赤化が見

られた。礫の重量 は、 101～ 200gが最 も多 く、50g以 下、401～ 750gが数点である。接合作業の結果

は、集石内で 4点 2個体、 1号集石 と2点、 1号集石及びⅣb層 と 1点 が出上 した。

散礫

全体で 540点 出上 し、総重量 は147,2328で ある。 この うち、95%が砂岩であつた。重量別 出土状況

を見 ると、 50g以 下が最 も多 く167点 、 100gま でで半 数 を超 える。重量が重 くなるほど、点数 は徐 々

に減少す るが、 501g～ 7508は 若干多 い。礫の赤化 の有無 につ いては97%が赤化が 認め られた。 完形

礫 はH4点 あつた。破砕礫の接合 を試みた。接合作業は、調査区北側の微高地状の範 囲 と、西～南側の

低い範囲 とで分 けて行 い、微高地状の範囲は 1号集石 。2号集百 との接合 も試みた。

栄半

X

轟 1い 式

鎌 石 橋 式

型 式不 明

0              10m

▲
　
　
日
　
　
●

X

X

第 16図  iVi V層 出土土器分布図
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下

遺物

土 器

2号土坑 出土上器

33は 縄文 土器胴部片で ある。

2条 の連続刻 目が施 された隆帯

が貼 り付 けられ、その下位に波

状の 貝殻 復縁文 が施 文 され る。

苦浜式である。

包含層Ⅳ層 出土土器

34は 口縁 部片 であ る。 日唇

部外端 に は連続 刻 目が施 され、

胴部 は綾 杉状の条痕 文であ る。

鎌石橋式 と考 えられ る。

35は 口縁 部か ら胴 部 にか け

て残存す る。 口唇部外担 に連続

刻 目が施 され、胴部 は縦方向→

格子状 に貝殻条痕文が施文 され

る。最後 に口縁部 に横方 向の貝

殻条痕文が施 される。広義の轟

1式で、未 畑光博 氏のいう轟A

式に該 当す る。

石 器

全 体で 62点 出土 した 。器 種

構 成 は、 打 製石 鏃 5点 (内 2点

は帖地 型石鏃 )、 石匙 1点、 削

器 1点 、二次加工剥片 2点 、微

細剥 離あ る剥片 3点、 剥片・チ

ップ45点 、石核 5点である。

石材別にみ ると、多久産サヌ

カイ ト3点、金山産サヌカイ ト

1点、弱瑞 1点、チャー ト6点、

流 紋岩 系製 品32点 、肥 薩地 域

系黒耀石 2点 、西北九州系黒耀

石 9点、姫 島産黒耀石 5点、黒

耀石チ ップ (産 地分 析不能)3点

2号 土 抗 出土 違 物

0               10cm

|

→

傑―へ
37

0                   5cm

|

第 19図  IV・ V層出土遺物実測 図 (1)
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第 20図  IV・ V層 出土遺物実測図(2)

である。このうち黒耀石製品はすべて剥片・チ ップであった。

多久産サヌカイ ト製品

36・ 37は 打製石鏃である。 36は帖地型石鏃。

金山産サヌカイ ト製品

38は 削器である。横長剥片 を横位に利用する。両側縁 と下縁部に二次加工が施され る。上面は礫

面である。

弱瑞製品

39は 帖地型石鏃である。

チャー ト製品

40は、打製石鏃 である。 41は二次加工剥片で、素材剥片の打点は欠損 している。下面 と左側面

に腹面 から背面に向けて二次加工が施 される。 42・ 43は打面転移が頻繁 に繰 り返 される石核 であ

る。いずれ も礫面が残存 してお り、原石は比較的小型のものと推定で きる。

流紋岩系製品

44は打製石鏃である。 45は石匙である。表裏両面から二次加工が施される。 46は微細剥離あ

る剥片 である。 47は 石核である。非常に粗悪な石材が用 いられる。上面を打面 とし、表面及び右

側縁に連続的な剰片剥離が施される。

ハ

ーー

‐Ｉ

Ｖ
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第 4節 Ⅲ層の調査

Ⅲ層 はアカホヤ火 山灰層及びアカホヤ火 山灰の二次堆積層である。地形 は、北側微高地部 は波線部が

Ⅲ層残存範囲であ り南へ下 り傾斜 していた と考 えられ る。南西側 は中央が落 ち込む谷地形 を呈 し、南側

へ下 り傾斜 す る。 縄文時代後 期・晩期の遺物 群 と、古墳時代の遺物が出土 した。いずれの時 期の遺構 も

確認 されなかった。

縄 文 時代 の調 査

分布状況

土器 は、調査区南側斜面で まとまって出土 した。石器は調査 区西～南側斜面で出上 した。調査 区西側

の石器集 中部では、姫 島産黒耀石製打製石鏃のほか、チ ャー ト製チ ップ、肥薩地域系黒耀石チ ップが出

土 している。石器製作の可能性 も検討 したが 、石材が多様 な こと、遺跡の谷部 に当たることな どか ら、

周囲か らの流れ込みの可能性が高い。礫 は南西の谷部でのみ出土 した。

散礫

全体 で428点 出上 し、総重 量 は 77,040冨 であ る。940/Oは 砂 岩で ある。 重量 別 出土状 況 を見 る と、

50g以下が最 も多 く、 181点 を数 え、2Kg以上が 4点 であ る。礫の赤化の有無 につ いては、 5点以外す

べて赤化が認め られた。完形礫 は、 55点であつた。破砕礫の接合 をⅢ層全体で試みた。

X=-118750
=30380

×＼

薄Ξ:解‰25m

4375m

435m

X
4275m
425m
4225m

420m

X

X 4175m
415m

4125m410m

4075m

410m

4125m
415m

75m395m
乙5m390m

―・―・―は、V斬肇丑割目残櫛 囲

0                 10m
4175m

第21図  Ⅲ層縄文時代出土遺物分布図

420m
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▲ 黒 色 磨 研 土 器

□ 条 痕 文 土 器

■ 底 部

● 型 式 不 明

0              10m

第22図  Ⅲ層出土縄文土器分布図

土器

48は、内外面共 に丁寧なナデ が施 され る。頸部で屈 曲 し、 回縁部の立ち上が りはやや 内湾す る。縄

文時代晩期黒色磨研土器である。

49・ 50は 縄文土器の底部である。450は 底面 にアジロ編みの編物圧痕が認め られる。編み方は不明。

×

叢

表 5 Ⅲ層出土石器内訳表

打製

石鏃

石 匙 スクレイ
パ ー

二次加工

承1片

剥片・

チップ
麿製

石器片 合計

流紋岩系

肥薩地域系黒耀石

姫島産黒曜石

未分析黒耀石

チャー ト

弱暗

多久産サヌカイ ト

未分析サヌカイ ト

砂岩

１

　

　

４

　

　

１
1

1

つ
０

1

1

7

13

1

48

50

3

4

1

2

1 9

16

5

48

53

3

5

1

3

合計 6 1 1 5 129 1 148
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第23図  Ⅲ層出土百器器1種別分布図

Xド
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“

壌系採躍1石

◆姫島斎票換石
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△璃臨.

×

第24図  Ⅲ層出土石.器石材1別分布図
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第 25図  Ⅲ層出土遺物実測図 (縄文時代 )

石 器

全体で 143点 が出土 し、器種構成 は、打製石鏃 6点 、石匙 1点 、スクレイパー 1点、二次加工剥片 5

点、剥片・チ ップ 129点 、磨製石器 片 1点である。石材別 にみると、姫 島産黒 耀石 5点、肥薩地域 系黒

耀石 16点、黒耀石チ ップ 48点、流紋岩系 9点 、多久産サヌカ イ ト5点、サヌカイ トチ ップ 1点、チ ャ

ー ト53点、垢璃 3点、砂岩 3点 である。 この うち弱璃 は剥片のみの出上であった。

姫島産黒耀石製品

51～ 54は 打製石鏃である。

肥薩地域系黒耀石製品

55は 二次加工剥片である。表裏両面か ら二次加工が施 され る。上面は折損。

流紋岩系製品

56は 打製石鏃である。

多久産サヌカイ ト製品

57は 二次加工 剥片である。横長剥片 を素材 とし、最終剥離 面の打面付近 に背面側か ら二次加工が

-36-
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下

加 えられた後、腹面側か ら二次加工が施 され る。下縁部左 に微細剥離痕が認め られ る。

チ ャー ト製品

58は 打製石鏃である。 59は 石匙である。表裏両面か ら二次加工が施 され る。

砂岩製品

60は 大型のスク レイパーである。下縁部 に表裏両面か ら二次加工が施 され る。

古 墳 時代 の調 査

分布状況

調査 区南側 の谷部 で当該 期の土

器 が出土 した。 接 合作 業 の結果 、

同一個体 と判明 した。

土 器

61は 甕であ る。頸部で緩 やか に

屈 曲 し、 日縁部 はやや外反す る。

°

卜
~r~下 ~r~T~十 一―――――一生皇

¬

m

第27図  III層 出土遺物実測図 (古墳時代 )

XЖ

X=-118750
Y=30360
×

0甕 (同一個TAl

「
輸
輌

×

猟 4175m
415m

莉25m万

4075m

410m

41

415m

―・―・―は、Ⅲ層包旬冒残存範囲

0              1om
4175m

第26図  Ⅲ層古墳時代出土遺物分布図

k

420m
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0               10cm

第 29図  ‖層出土遺物実測図

第 5節  H層 の調査

H層黒褐 色土層が文化層 である。包含層残 存状況 は悪 く、 南側の

斜面部 にのみ確認 された。 旧地形の 復元 は困難であ る。遺物 は、調

査 区南端で集 中 して見 られた。課 は65点 出土 し、総重量 は 19,886g

である。94%が砂岩である。礫が他層 に比べ、 出土点数が少ない。

古代の包含層である。

遺 物

遺物 は土師器皿の他、甕や FTNの 小片が数点出土 した。

土 器

62・ 63は土師器皿である。62は、器壁がやや厚 く、丸みを持 つて

内湾 して 立ち上が る。回転ナデ で整形 し、箆切 りに よつて切 り離 さ

れ る。 63は 、62に 比べ器壁が薄 く、やや反 り気味に立ち上が る。

回転ナデで整形 し、箆切 りによって切 り離 される。

×ホ

綽
5m 

Ю  Om

拇 7紫

-415m
175m

410m ―・―・―は、Ⅱ層包旬雪残存範囲

0

4125m

‖層出土遺物分布図
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表 6 土器観察表 ①日唇部 ②日縁部 ③胴部 ④底面 法量 (cm)

※流紋岩類・ホルンフェルス類については、バラエティーが豊富であり、同定が困難なものも含まれている。

今後さらに検討が必要なため、細分した諸特徴を記した。なお本文中では一括して流紋岩系としている。

物

号

遺

番

挿

図

図版

番号

土

点

出

地
器種

法 量 (cm) 文 様 ・ 調 整
色 調 胎   土 備 考

口径 底 径 外  面 内 面

2号 土坑 深鉢 ②2状の連続亥J目 隆帯

③波状の貝殻腹縁文

③ナデ 外

内

にぶい黄橙(10YR 7/4

にぶい黄橙(10YR 7μ

φ～2ミリの自色,黒 色 ,

透明,赤褐色粒含む。

5 Ⅳa層 深鉢 ①外端部に連続刻目

③綾杉状の条痕文

③横方向の貝殻条痕 外

内

にぶい橙(7 5YR 6/4)

にぶい種 (7贄R6/4)

φ～ 1ミリの自色,黒 色 ,

透明粒含む。

4 Ⅳa層 深鉢 ①外瑞部に連続刻目

③縦→格子状に貝殻条

痕文

②横方向の貝殻条痕文

③横 斜方向の粗 t

貝殻条痕

クト)|こぶtゝ 褐 (7 5YR 5/3)

内)に ぶい褐(7 5YR 5/3)

微細な自色 透明粒

φ～1ミリの黒色粒含む。

6 皿層 深鉢 ③②③丁寧なナデ ③②Э丁寧なナデ 外

内

にぶい橙(7 5YR 6/4)

にぶい橙(7 5YR 6/4)

微細 な自色 黒色 透明

の粒含む。

Ⅱ層 底部 ③ナデ

④摩耗により不明

③ナデ 外

内

にぶい責橙(10YR 7μ )

にぶい黄橙(10WR 7μ )

φ～2ミリの自色〉黒色 ,

透明粒含む。

Ⅲ層 底部 ③ナデ

④アジロ編み

③ナデ 外

内

にぶい橙(7 5YR 7/4)

にぶい黄橙 (10YR 7/4)

φ～15ミリの自色,黒色,

透明,赤褐色粒含む。

61 4 Ⅱ層 甕 ③②③ナデ ③②Эナデ 外

内

浅黄橙(10斗R8/3)

淡黄(25Y8/3)

φ～2ミリの黄色,赤橙色,

黒色,灰色粒含む。

6 Hc層 皿 ③②③回転ナデ

④ヘラ切り

③Э③回転ナデ 外

内

浅黄橙(10YR 8/3)

浅貰橙(10WR 8/3)

φ～05ミリの黒色粒含む。

6 II c層 皿 ③②③回転ナデ

④ヘラ切り

③②Э回転ナデ 外

内

橙(5YR 7/6)

橙 (5WTt 7/6)

φ～ 1ミリの黒色粒,2～

5ミリの小礫含む。

表 7 石材分類表

石 材 名 石材記号 特  徴

流

紋

岩

系

ホルンフェルス類 AE 黒色緻密で表面なめらか、O.5Hlm以 下の孔を有するものが多い。

I Iに似る。つやなし。

流紋岩類 AA Iの模様有りの物。縞・斑点・模様などに程度の差あり。

K 粒子が粗く境が不明瞭な雲状白色風化あり。

Z ホルンフェルス化。細脈あり。

弱璃 自色地に黒色、赤色部分を有するものもある。

黒耀石 B 西北九州産 (古里、中町、淀姫)、 肥薩地域系 (内屋敷UT遺物群、桑

ノ木津留、日東)、 姫島産がある。

サヌカイト S 多久産、金山東産がある。

チャー ト C 半透明、黒色のものがある。

頁岩 E

砂岩 G

k

-39-



表 8 石器観察表 (  )は欠損

物
号

遺
番

挿図
番号

版
号

図
番

接合
番号

測点
番号 位 器 種 石材 最大長 最 大幅 大 厚 重 量 備 考

I 5 228 Ⅶ ナイフ形石器 ホルシワェルス(D ll 22

2 5 717 Ⅷ スクレイパー 流紋岩 (K) 52 13 304
3 9 5 Ⅷ 微細剥離 ある剥 片 紗〃ェ以 (AE) l1 2

4 9 5 一 括 Wll 掻 器 れレンフエルス(AE) 53 55 24 660

5 9 5 696 Ⅷ 石 核 れレンフエルス(AE) 67 45 3060

6 9 5 373 Ⅷ 石 核 流紋 岩 (Z) 895

7 9 5 Ⅷ 石 核 流紋岩 (Z) 71 5

8 9 5 Ⅷ 石 核 洵けワロレスC) 37 62 32 590

9 5 670 Ⅷ 石 核 れらワロレスC) 1100

Ⅷ 剥 片 ホルンフエルス(1) 17 07

Ⅷ 剥 片 ホルシフコレス(I) 0 27

4 209 Ⅶ 剥 片 洵レンフコレス(I) 47 178

4 317 Mll 剥 片 洵レツフェルスC) 59 7 190

4 322 Mll 黒」片 水ルンフエルス(1) 21 26 4 93

4 662 Mll 剥 片 洵レンフエルス(1) 2

4 234 Ⅶ 剥 片 洵レンフエルス(1) 21 07

17 4 643 Ⅷ 剥 片 ホルシワェルス(1) 29

4 329 Mll 忌J片 ホルシワェルス(1) 07

4 Ⅶ 剥 片 ホルシワェルス(1)

4 324 Ⅷ 剥 片 博レツフェルス(1) 21 22

4 666 Ⅷ 石核 彫ツフェルス(1) 57 47 2040

4 2 319 Ⅷ 剥 片 Wンフェルス(1) 22 27

4 2 226 Ⅶ 剥 片 脱ンフェルス(1) 27 108

4 2 Ⅵ 黒J片 �レンフェルス(1) 07 16

4 2 344 Ⅷ 剥 片 説ンフェルス(I) 53 424

4 2 644 Ⅷ 剥 片 �レンフェルス(1) 1005

2 663 Ⅷ 石 核 れランフコレス(I) 580
5 3 318 Ⅷ 剥 片 ホルシフェルス(I) ll

3 683 Ⅷ 石核 ホルシフェルス(1) 81 5

4 647 Ⅷ 剥 片 ホルシフェルス(1) 24 244

4 Ⅷ 石核 れレンフエルス(1) 44 60 1640

810 Ⅷ 磁 石 砂岩 11 5 496

1051 Vb 帖地型石鏃 サヌカイト 41 23

lVa 打製石鏃 サヌカイト 18 (12) 03 03

9 958 「√b 削器 サヌカイト 78 224 山 東

Vb 帖地型石鏃 メノウ 12 02

198 V 打製石鏃 黒色 チャー ト 16 13 03 04

961 Ⅳ 2次加工剥片 半透 明チャー ト 17 07

1057 Vb 石核 半透 明チャー ト 22 11 0

105[ Vc 石核 半透 明チャー ト 102

106〔 Va 打製石鏃 ,Ⅲレンフェルス(1) 13

Ⅳ 石 匙 ホルンフェルス(I) 57 156

105( Vb 微細剥離ある剥片 流紋 岩 (いぬ ) 12 248
174 Vb 石核 洵レンフエルス(I) 52 740

435 皿 b 打製石鏃 黒耀 石 7 03 姫 島

122 Ⅲ b 打製 石鏃 黒耀石 17 6 04 07 姫 島

Ⅲ b 打製 石鏃 黒耀石 4 03 05 姫 島

438 Ⅲ a 打製石鏃 黒耀石 11 4 02 03 姫 島

6 Ⅲ b 2次加工景」片 黒耀石 1 内屋敷UT遺物群

6 332 Ⅲ a 打製石鏃 流紋岩 僻A) 7 17

6 皿 b 2次加工剥 片 サヌカイト 14 多久

105 Ⅲ b 打製 石鏃 半透明チャート (18) 19 03

6 494 Ⅲ a 石 匙 半透明チャート 33 42 11 114

6 皿 a スクレイパー 砂 岩 110 121 5450

―ユ
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第Ⅲ章 自然科学分析

第 1節 航畔遺跡 出上の黒耀石、サヌカイ ト製遺物の原材産地分析

藁科 哲男

(京 都大学原子炉実験所 )

イよじめ に

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定 し、古代の交流、交易お

よび文化圏、交易圏を探ると言 う目的で、蛍光 X線分析法によリサヌカイ トおよび黒耀石遺物の石材産

地推定を行なってい る12)。  石材移動を証明するには必要条件 と十分条件を満たす必要が ある。地質

時代に自然の力で移動 した岩石の出発露頭を元素分析で求めるとき、移動原石と露頭原石の組成が一致

すれば必要条件を満たし、その露頭からの流れたルー トを地形学などで証明できれば、他の露頭から原

石が流れて来ないことが証明されて、十分条件を満たし、ただ―力所の一致する露頭産地の調査のみで

移動原石の産地が特定できる。遺物の産地分析では 『石器 とある産地の原石の成分が一致 したか らと言

つて、そこの産地の ものと言い切れないことは、他の産地にも一致する可能性が推測 されるか らで、 し

か し一致 しなかった場合そこの産地の ものでないと言い切れる。』が大原則で ある。考古学では、人工

品の様式が一致すると言 う結果が非常に重要な意味があ り、見える様式としての形態、文様、見えない

様式として土器、青銅器、ガラスなどの人手が加わった調合素材があ リー致すると言 うことは古代入が

意識 して一致 させた可能性があ り、一致すると言 うことは、古代人の思考が一致すると考えて もよく、

相互関係を調査する重要な意味をもつ結果である。石器の様式による分類ではな く、 自然の法則で決定

した石材の元素組成を指標にした分類では、例えば石材産地が遺跡から近い、移動キャンプ地のルー ト

上に位置する、産地地方 との交流を示す土器が出上 しているなどを十分条件の代用にすると産地分析は

中途半端な結果 とな り、遠距離伝播 した石材を近 くの産地 と誤判定する可能性がある。人が移動 させた

石器の元素組成 とA産地原石の組成が一致 し、必要条件を満足 して も、原材産地 と出土遺跡の間に地質

的関連性がないため、十分条件の移動ルー トを自然の法則に従つて地形学で証明で きず、その石器原材

がA産地の原石と決定することができない。従って、石器原材 と産地原石が一致 したことが、直ちに考

古学の資料 とならない、確かにA産地 との交流で伝播 した可能性は否定できな くなつたが、 B、 C、 D

の産地でないとの証拠がないために、A産地だと言い切れない。 B産地 と一致 しなかった場合、結果は

考古学の資料 として非常に有用である。それは石器 に関してはB産地 と交流がなかったと言 い切れる。

ここで、十分条件 として、可能なかざり地球上の全ての原産地 (A、 B、 C、 D。 ・・・)の原石群 と

比較 して、A産地以外の産地 とは一致 しないことを十分条件 として証明すれば、石器がA産地の原石 と

決定することがで きる。この十分条件を肉眼観察で求めることは分類基準が混乱 し不可能であると思わ

れる。 また、 自然科学的分析を用いて も、全ての産地が区別で きるかは、それぞれが使用 している産地

分析法によって、それぞれ異な り実際に行つてみなければ分からない。産地分析の結果の信頼性は何ヶ

所の原材産地の原石 と客観的に比較 して得 られたかにより、比較 した産地が少なければ、信頼性の低い

結果 と言える。黒耀石、サメカイ トなどの主成分組成は、原産地ごとに大 きな差はみ られないが、不純
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物 として含有 される微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行な

い、 これを産地 を特定する指標 とした。分類の指標 とする元素組成を遺物について求め、あらか じめ、

各原産地ごとに数十個の原石を分析 して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物の

それを対比 して、各平均値からの離れ具合 (マ ハラノビスの距離)を 求める。次に、古代人が採取 した

原石産出地 点 と現代人が分析のために採取 した原石産出地 と異なる地点 の可能性は十分に考 えられる。

従つて、分析 した有限個の原石から産地全体の無限の個数の平均値 と分散を推測 して判定を行 うホテ リ

ングのT2乗検定を行 う。この検定を全ての産地について行い、ある原石遺物原材 と同じ成分組成の原

石はA産 地では10個 中に一個みられ、 B産地で は一万個中に一個、 C産地で は百万個中に一個、 D産

地では ,・ ・・一個 と各産地毎に求められるような、客観的な検定結果からA産地の原石を使用 した可

能性が高いと同定する。即ち多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属 される確率を求めて産地を同定

する。今回分析 した遺物は宮 崎県東諸県郡 高岡町に位置する航畔遺跡 出上の黒耀石製遺物39個および

サヌカイ ト製遺物 7個の合計46個 について産地分析の結果が得 られたので報告する。

2 黒耀石、安 山岩 (サ ヌカイ トな ど)原石 の分析

黒耀石、サヌカイ ト両原石の自然面を打ち欠 き、新鮮面を出し、塊状の試料を作 り、エネルギー分散

型蛍光 X分析装置によって元素分析を行なう。分析元素はAl、 Si、 K、 Ca、 Ti、 Mn、 Fe、 Rb、 Sr、 Y、

Zr、 Nbの 12元素をそれぞれ分析 した。

塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取 り、それで もつて産地を特定

する指標 とした。

黒耀石原石

黒耀石は、Ca/K、 Ti/K、 Mn/Zr、 Fe/Zr、 Rb/Zr、 SVZr、 Y/Zr、 Nb/Zrの 比量を産地を区別する指

標をしてそれぞれ用いる。黒耀石の原産地は北海道、東北、北陸、凍関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆

七島の神津島、山陰、九州 、の各地に分布する。調査を終 えた原産地を図301こ 示す 。黒耀石原産地の

ほとんどすべてがつ くされ、元素組成によってこれら原石を分類 して表 1に 示す。この原石群に原石産

地が不明の遺物で作つた遺物群を加 えると263個 の原石群になる。佐賀県の腰岳地域および大分県の姫

島地域の観音崎、両瀬の両地区は黒耀石の有名な原産地で、姫島地域ではガラス質安山岩 もみられ、 こ

れについて も分析を行なつた。隠岐島、壱岐島、青森県、和田峠の一部の黒耀石には、 Srの合有量が

非常に少な く、 この特徴が産地分析を行 う際に他の原産地 と区別する、有用な指標 となつている。九州

西北地域の原産地で採取 された原石は、相互に組成 が似た原石がみられ る (表 9)。 西北九州地域で似

た組成を示す黒耀石の原石群は、腰岳、古里第一、松浦第一の各群 (腰岳系 と仮称する)お よび淀姫、

中町第二、古里第二、松浦第四の各群 (淀 姫系 と仮称する)な どである。淀姫産原石の中で中町第一群

に一致する原石は12%個で、一部は淀姫群に重なるが 中町第一群に一致する遺物は中町系 と分類 した。

また、古里第二群原石 と肉眼的および成分的に似た原石は嬉野町椎菓川露頭で多量に採取でき、 この原

石は姫島産乳灰色黒耀石 と同色調をしているが、組成によって姫島産の黒耀石と容易に区別で きる。 も

し似た組成の原石で遺物が作 られたとき、 この遺物は複数の原産地に帰属され原石産地を特定できない

場合がある。たとえ遺物の原石産地がこれら腰岳系、淀姫系の原石群の中の一群および古里第二群のみ
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に帰属 されて も、 この遺物の原石産地 は腰岳系、淀姫系お よび古里第二群の原石 を産 出す る複数の地点

を考 えなければな らない。角礫の黒耀 石の原産地 は腰岳お よび淀姫で、円礫 は松浦 (牟 田、大石 )、 中

町、古里 (第 二群 は角礫)の各産地で産 出していることか ら、似た組成の原石産地の区別は遺物の 自然

面か ら円礫か角礫かを判断すれば原石産地の判定 に有用な情報 となる。旧石器の遺物の組成 に一致す る

原石を産 出す る川 棚町大崎産 地か ら北方 4kmに 位置 す る松岳産 地があるが 、現在、 露頭か らは 8mm

程度の小礫 しか採取で きない。 また、佐賀県多久のサヌカイ ト原産地か らは黒耀石の原石 も採取 され梅

野群 を作 つた。九州 中部地域の塚瀬 と小国の原産地 は隣接 し、黒耀石の生成マグマは同質 と推測 され両

産地 は区別で きない。 また、熊本県の南関、轟、冠ケ岳の各産地の原石はローム化 した阿蘇の火砕流の

層の中に含 まれる最大で親指大の黒耀石で、非常 に広範囲な地域か ら採取 され る原石で、福岡県八女市

の昭和沼池か らも同質の黒耀石が採取 され昭和池群 を作 った。従つて南関等の産地 に同定 された遺物の

原材産地 を局所的に特定で きない。桑 ノ木津留原産地の原石は元素組成 によって 2個 の群 に区別す るこ

とがで きる。桑 ノ木津留第 1群 は道路切 り通 し面の露頭か ら採取で きるが、桑 ノ木津留第 2群は転礫 と

して採取で き、 これ ら両者 を肉眼的に区別 はで きない。 また、間根 ヶ平原産地では肉眼観察で淀姫黒耀

石の ような黒灰色不透明な黒耀石か ら桑 ノ木津留 に似た原石が採取 され、 これ らにつ いて も原石群 を確

立 し間根 ヶ平産黒耀石を使用 した遺物の産地分析 を可能 にした。遺物の産地分析 によって桑 ノ木津留第

1群 と第 2群 の使用頻度 を遺跡毎 に調査 して比較す ることによ り、遺跡相互で同 じ比率であれば遺跡間

の交易、交流が推測で きるであろう。石炭様の黒耀石 は大分県萩台地、熊本県滝室坂、箱石峠、長谷峠、

五 ヶ瀬川の各産地お よび大柿産、鹿児島県の樋脇町上牛鼻産お よび平木場産の黒耀石 は似ていて、肉眼

観察ではそれぞれ区別が困難であるが、大半 は元素組成で区別がで きるが、上牛鼻、平木場産の両原石

につ いては各元素比が似ているため区別 はで きない。 これは両黒耀石を作 ったマグマ は同 じで地下深 く

にあ り、 このマグマが地殻の割れ 目を通 って上牛鼻お よび平木場地 区に吹 きだ した ときには、両者の原

石の組成 は似 ると推定で きる。従 つて、産地分析で上牛鼻群 または平木場群の どち らかに同定 されて も、

遺物の原石産地 は上牛鼻系 として上牛鼻 または平木場地区を考 える必要がある。出水産原石組成 と同 じ

原石は日東、五女木の各原産地か ら産出していてこれらは相互に区別できず 日東系 とした。竜ケ水産原

石は桜島の対岸の竜ケ水地区の海岸および海岸の段丘面から採取 される原石で元素組成で他の産地の黒

耀石 と容易に弁別で きる。

サヌカイ ト原石

サヌカイ トでは、K/Ca、 Ti/Ca、 Mn/sr、 Fe/Sr、 Rb/Sr、 Y/S「 、Zr/Sr、 Nb/Srの比量を指標 とし

て用いる。サヌカイ トの原産地は、西 日本に集中してみられ、石材 として良質な原石の産地および質は

良 くないが考古学者の間で使用されたのではないかと話題に上 る産地、および玄武岩、ガラス質安山岩

など、合わせて 50ヶ 所の調査を終えている。図311こ サヌカイ トの原産地の地点を示す。これらの原石

を良質の原石を産出する産地および原石産地不明の遺物を元素組成で分類すると156個 の原石群に分類

でき、その結果 を表 10に 示 した。安山岩の原石産地の一部を簡単に記す と、香川県の坂出、高松市に

位置する金山・五色台地域では、その中の多 くの地点からは良質のサヌカイ トおよびガラス質安山岩が

多量に産出し、かつそれ らは数ヶの群に分かれる。近年、丸亀市の双子山の南嶺か ら産出するサヌカイ

ト原石で双子山群を確立 し、 またガラス質安山岩は細石器時代に使用された原材で善通寺市の大麻山南

か らも産出している。香川県内の石器原材の産地では金山・五色台地域のサヌカイ ト原石を分類すると、

‖
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金 山西群、金 山東群 、国分寺群、蓮光寺群 、 白峰群、法印谷群の 6個 の群、城 山群お よび双子山群 に、

またガラス質安山岩 は金 山奥池、雄 山、神谷町南山地 区で採取 され、大麻山南産 は大麻 山南第一、二群

の 2群 にそれぞれ分類 されて区別が可能な ことを明 らか にした。 これ らガラス質安 山岩 は成分的に黒耀

石に近 く、 また肉眼観察では下 呂石 に酷似す る もの、西北九州産の中町、淀姫産黒耀石、大 串、亀岳原

石 と酷似す る もの もみ られ、風化 した遺物ではこれ ら似た原材の肉眼での区別 は困難 と思われ、正確な

原材産地の判定は分析が必要である。金山・五色台地域産のサヌカイ ト原石の諸群 にほとん ど一致す る

元素組成 を示すサヌカイ ト原石が淡路 島の岩屋原産地の堆積層か ら円礫状で採取 され、大阪府和泉 ・岸

和 田産 地の礫層、和歌山県梅原産 地礫層か ら、金 山・五色台地 域の諸群 の一部 に一 致 し、 これ らが金

山・五色台地域か ら流れ着いた ことがわか る。淡路 島中部地域の原産地である西路山地 区お よび大崩地

区か らもサヌカイ ト原石が採取 され る。奈良県北葛城郡 当麻町 に位置す る二上 山の原石で二上 山群 を作

った。 この二上山群 と組成の類似す る原石は和泉 。岸和 田の礫層産地か ら6%の 割合で採取 され る。中

国山地のサ ヌカイ ト産地 として代表的な産地 は山口、島根 、広 島の県境 に位置す る冠 山地域 で、冠山、

鬼 ヶ城の山腹 には安山岩の露頭が、 また山麓か らは崖錐角礫 として転石 として見 られ る。伴蔵地 区の冠

高原スキー場一帯 (冠高原地点 と呼ぶ)か ら良質原石が採取で き、冠高原群お よび伴蔵 C、 A群 を作 つ

た。冠高原スキー場か ら南方の飯山地 区の針山地点 (飯 山地点 と呼ぶ)の 原石で飯山群 を作 つた。また、

頓原地 区産出原石で冠山東群 を作 つた。 また、考古学者の間で石器原材 として使用 されたのではないか

と話題 に上 る産地の一つの、 山口県熊毛郡平生町産の安山岩原石を分析 し平生群 を作 り、 この原石を使

用 した石器か否かの判定がで きるようにした。九州地域産地で は佐賀県多久、老松 山 と隣の岡本、西有

田、嬉野町では松尾、椎葉川な どで良質の原石が採取で きる。長崎県では大串、亀岳産地、川棚、福井

洞窟遺跡地域で産 出す る福井産原石、松浦半 島産の牟 田産原石、 また、山下実氏発見の雲仙駒崎鼻産サ

ヌカイ トと福岡県昭和池採取原石の群が整備 され、 この他原産地不明の遺物で作 つた遺物群な どが調査

されている。大串、亀岳産地、川棚、佐賀県多久、老松山 と隣の岡本、西有田、嬉野町で は松尾、椎葉

川な どで良質の原石が採取で きる。 これ ら原石 と冠山地域産原石 とは成分組成で区別で きる。

3 結果 と考察

遺跡か ら出上 した黒耀石製石器、石片は風化に対 して安定で、表面に薄い水和層が形成 されているに

すぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。黒耀石製の石

器で、水和層の影響を考慮するとすれば、軽い元素の分析ほど表面分析になるため、水和層の影響を受

けやすい と考えられる。CttK、 Ti/Kの 両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、 また除かずに

産地分析を行つた場合、いずれの場合にも同定される産地は同じである。他の元素比量について も風化

の影響を完全に否定することができないので、得 られた確率の数値にはや 不ゝ確実さを伴 うが、遺物の

石材産地の判定を誤るようなことはない。一方、安山岩製石器、石片は、風化のためサヌカイ ト製は表

面が自つぽ く変色 し、新鮮な部分 と異なつた元素組成になつている可能性が考えられる。このため遺物

の測定面の風化 した部分に、圧縮空気によってアル ミナ粉末を吹きつけ風化層を取 り除 き新鮮面を出し

て測定を行なった。

今回分析 した航畔遺跡 出上の黒耀石、サヌカイ ト製遺物の分析結果を表 11-1、  2に 示 した。石器



の分析結果から石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群 との比較をする。説明を簡

単にす るためR「/Zrの 一変量だけを考 えると、表 H-1の 試料番号 94347番 の遺物ではRr/Zrの 値は

1133で 、桑ノ木津留第 1群 の [平均値 ]± [標準偏差値 ]は、 1.080± 0048で ある。遺物 と原石群

の差を標準偏差 値 (σ )を 基準にして考 えると遺物は原石群か ら1lσ 離れている。 ところで桑ノ木津

留第 1群 の原産地から100ヶ の原 石を採つてきて分析すると、平均値 から±1.lσ のず れより大 きい も

のが27個 ある。すなわち、 この遺物が、桑ノ木津留第 1群の原石から作 られていたと仮定 して も、 1,1

σ以上離れる確率は27%で あると言 える。 だか ら、桑ノ木津留第 1群 の平均値か ら1 lσ しか離れて い

ないときには、 この遺物が桑ノ木津留第 1群の原石から作 られたものでないとは、到底言い切 れない。

ところがこの遺物を腰岳群に比較すると、腰岳群の平均値か らの隔た りは、約 6σ である。これを確率

の言葉で表現すると、腰岳の産地の原石を採つてきて分析 したとき、平均値か ら6σ 以上離れている確

率は、十万分の一であると言える。このように、十万個に一個 しかないような原石をたまたま採取 して、

この遺物が作 られたとは考えられないから、この遺物は、腰岳産の原石から作 られたものではないと断

定で きる。これ らの ことを簡単にまとめて言 うと、「この遺物 は桑ノ木津留第1群 に27%の 確率で帰属

され、信頼限界の0,1%を 満 たしている ことから桑ノ木津留第 1群原石が使用されている と同定 され、

さらに腰岳群に00001%の 低 い確率で帰属 さ津k信 頼限界の01%に 満 たないことか ら腰岳産原石で

ないと同定 される」。 しか し、例え桑ノ木津留第 1群 と腰岳群 の原石は成分が異な っていて遺物が一 ヶ

所の産地 (桑 ノ木津留第 1群産地)と 一致 したか らと言つて も、分析 している試料は原石でな く遺物で、

さらに分析誤差が大 きくなる不定形 (非破壊分析)であることか ら、他の産地に一致 しないとは言いき

れない。同種岩石の中での分類である以上、他の産地にも一致する可能性は推測される。 R「 ちある産地

(桑 ノ木津留第 1群 )に一致 し必要条件を満たしたと言つて も一致 した産地の原石 とは限らないために、

帰属確率による判断を表 8の 263個 すべての原石群について行ない、十分条件である低い確率で帰属 さ

れた原石群を消 してい くことにより、はじめて桑ノ木津留第 1群産地の石材のみが使用 されていると判

定される。実際はR「 /Zrと いつた唯 1つ の変量だけでな く、前述 した 8つ の変量で取 り扱 うので変

量間の相関を考慮 しなければならならい。例えばA原産地のA群で、 Ca元素 とSr元素 との間に相関

があ り、 Caの 量を計ればSrの量は分析 しな くて も分かるようなときは、A群の石材で作 られた遺物

であれば、A群 と比較 したとき、 Ca量が一致すれば当然 Sr量 も一致するはずである。 もしSr量だ

けが少 しずれている場合には、この試料はA群 に属 していないと言わなければならない。 このことを数

量的に導 き出せるようにしたのが相関を考慮 した多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を求めて

行なうホテ リングのT2乗検定である。これによって、それぞれの群に帰属する確率を求めて、産地を

同定す る・ 5。 産地の同定結果は 1個 の遺物 に対 して、黒耀石製では263個 の推定確率結果が得 られ

ている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の推定確率

は紙面の都合上記入 を省略 しているが、本研究ではこ盪芝理型血2可能性が非常 に低いことを確認 した と

ぃ うユヒ営 に 董 要 な 音 昧 か合 ス′で い な 十 か あ ム 曇 ノ太 津 留 笠 1難 藤 暉 石 ル到 ヤ 入カ ナ‐浩 物 し'ぅ ぃ て

台湾の台東 山脈産原石、北朝鮮の会寧遺跡で使用 された原石 と同 じ細成の原石 とか、信州和 田峠、霧ケ

峰産の原 石の可合

'性

を考 える必喜が ない結果で、高い確率 で同定 された産地のみの結 果 を表 12に 記入

した。原石群 を作 つた原石試料 は直径 3cm以 上であるが、小 さな遺物試料 によって原石試料 と同 じ測

定精度で元素含有量を求めるには、測定時間を長 くしなければな らない。 また、検 出された元素であっ

|

基
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下

て も、含有量の少ない元素で は、得 られた遺物の測定値 には大 きな誤差範囲が含 まれ、原石群の元素組

成のバ ラツキの範囲を越て大 きくなる。 したが つて、小 さな遺物の産地推定 を行なつた ときに、判定の

信頼限界 として いる01%に 達 しない確 率 を示す場合が比較的多 くみ られる。 この場合 には、原石産地

(確率)の欄の確率 値 に替 えて、マハ ラノビスの距離 D2乗 の値 を記 した。 この遺物 については、 記入

された D2乗 の値が原石群の中で最 も小 さな D2乗 値で、 この値が小 さい程、遺物の元素組成 はその原

石群の組成 と似ているといえるため、推定確率 は低いが、そ この原石産地 と考 えてほ ゞ間違いない と判

断 され た もので ある。今回、 分析 した航畔遺 跡 出上 の黒耀石製、サメカ イ ト製遺 物の中で 、分析番 号

94320番の遺物 は、信頼限界 の01%に 達 しているが、推定確率 の低い理 由は、 (1)遺 物が異 常 に風

化 し元素組 成の変化が非常 に激 しい場合、 (2)遺物の厚 さが非常 に薄い とき、特 に遺物の平均厚 さが

15mm以 下の薄い試料では、Mn/Zr、 Fe/Zrの 比値が大 きく分析 され、 lmm厚 で Fe/ZI・|ヒ は約 15%

程度大 き く分析 され る。 しか し、 lmm厚 あればRb/Zr、 SVZr、 Y/Zrについては分析誤差 範囲で産地

分析結果への影響 は小 さ く、Mn/Zr、 Fe/Zrの 影響で推定確率 は低 くな るが原産地の同定 は可能 と思わ

れ る。 この分析番号94320と 94336番の剥片は小 さいが、 lmm以 上の厚 さが あ り厚 さの影響 はない。

しか し、分析面 に少 し自然風化礫面が入 り、分析値 に風化が影響 した可能性が考 えられ る。風化の影響

は推測で あるが、風化層内 のK元素が黒 耀石表面 に移動 し濃縮 し、マ トリク ス効果の 自己吸 収 によるK

元素 蛍光 X線 の減衰 が減少 す るため に、 K元素 の ピークが大 き く観測 され る。従 つて、本来 、 内屋 敷

UT遺物群 に同定 され るべ きが、比較的組成の似 た桐木15遺物群 に同定 された可能 性 も否定で きない。

また、内屋敷UT遺物群 よ リカ リウムの合有 量の少 し多い桐木15遺物群 は同 じ未発見の産 地の可能性 も

考 えられ る。 また、分析番 号94322番 の遺 物 は、球果が あ り、球果の部分 を除外 して分析す ると内屋

敷 UT遺 物 群(2%)に 同定 され 、球果が少 し入 ると桑 ノ木津留 第 2群 (1%)に 同定 され た。球果 を除い

て群 を作 っているた めに、内屋敷 UT遺 物群 (2%)の 同定結果 を採用 した。内屋敷 UT遺 物群 と同時に

同定 されている富山県高岡市の二上 山第 1群 の原石は非常 に小 さ く、 また産出量 も少 ない ことか ら、遠

距離伝 播 して航畔遺 跡で使用 され た可能性 は ない と推測 した。 分析番 号94337番 の遺 物 は、桑 ノ木 津

留第 2群 に同時に同定 されているが、 多用 されている内屋 敷 UT遺 物群 と判定 した。分析番 号 94347

番 は桑 ノ木津留第 1群 と同時 に秩父別第 1群 に同定 されているが、桑 ノ木 津留第 1群 との差 は200倍 以

上で、判定結果 として、桑 ノ木津留産地 に判定 した。 また、五女木群、 日東群 は区別で きないが、 さら

に同時に白浜群 に帰属 され遺物は、帰属確率が 3倍 ～ 87倍、五女本 または日東群の方 が高い ことか ら、

五女木 。日東産 と判定 した。 また、前述 した ように表 9で示す西北九州地域産黒耀石群 に帰属 された遺

物 は、表 9に 従つて複数の原石産地 を推測す る必要がある。た とえ遺物の原石産地が腰岳系、淀姫系の

原石群の中の一群お よび古里第二群のみ に帰属 されて も、 この遺物の原石産地 は腰岳系、淀姫系お よび

古里第二群の原石を産出す る複数の地点を考 えなければな らない。角礫の黒耀石の原産地 は腰岳お よび

淀姫で、 円礫 は松浦 (牟 田、 大石 )、 中町 、古里 (第 二群 は角礫 )の各産 地で産 出 しているこ とか ら、

似た組成の原石産地の区別は遺物の 自然面か ら円礫か角礫かを判断すれば原石産地の判定 に役立つ と思

われる。分析番号 94338、 94339、 94341番 の遺物の 自然 面 は円礫状であることか ら、針尾中町の中

町第 2群原石 と判定 した。 また、 自然面のない分 析番号 94340、 94342、 94343番 も中町産地 と判定

した。分析番号94356番は自然面がな く、古里、松浦、腰岳産原石 (腰岳系)の 区別がで きない。 分

析 した黒 耀石製遺物 39個の遺物 の各産地別の使用頻度の中で最 も多数使 用 された内屋 敷 UT遺 物群が
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38%(15個 )で、次 に姫 島産が23%(9個 )で、中町産 が 17%(6個 )で、 日東・五女木産が 8%

で、淀姫産 と桐 木15遺 物群が 5%(2個 )、 桑 ノ木津留 産 と腰岳系が 30/O(1個 )で あつた。一方、分

析 した安山岩製遺物 (サヌカイ ト)7個 は風化層で表面が 自 くなつているため、エアブラシをかけて風

化層 を取 り除 き新鮮 面を出して分 析 を行 つた。 多久産 と判定 した遺 物の中で分析 番号 94362番の遺 物

は大原 野遺跡の大原 野 34遺物群 によ り高い確 率で一致 して いる。 これ は、 大原野 34遺物群 が多久第 2

群 に信頼限界ギ リギ リの確率で同定 された、多久第 2群 に似た組成の遺物で作 られた群であるため、遺

物 を同定 した とき多久第 2群以外 に大原野 34遺物群 に も同時帰属 され る遺物があ らわれ る。多久地域 を

含め た近 隣地域 に大 原野34遺物 群 に一致す る原 石産地 が存在 す る と推測 して いる。 また、 分析 番号

94363番 の削 器 は金山東産 原石 と同定 された。金山東 産サヌカイ トは板状 に割れ るために薄 い削器の

制作 に適 した原材で、眈畔遺跡の住人 は400Kmも 離れた産 地の原材を入手 し、同時に香川 県金山産地

の生活情報 も入手 していた と思われ る。産地分析で使用頻度の高い原石産地 とは、交易、交流が活発で

あった とす ると、航畔遺跡の黒耀石 に関す る交流で、伝播ルー トを推測す ると、天草灘 を通 る可能性が

推測で きる西北九州産 黒耀石は中町、 淀姫、腰岳系の 各産地 をまとめると214%(8個 )で、 安 山岩

製遺物の多久地域か らの伝播 を入れ ると西北九州地域 との交流が頻繁であつた可能性が推測 され、また、

日向灘沿 いを通 る可能 性のある九州 北東部か らは姫島産が23%(9個 )伝播 して いることが判 定 され

た。本遺跡が九州西北部 と九州東北部の情報 を入手 し、逆 に眈畔遺跡の情報が九州北西、東部 に原石の

伝播 に伴 つて伝達 されていた と推測 して も産地分析の結果 と矛盾 しない。
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白方本オ斗学, 10,11153-81:33-47

3)菜科哲男・束村武信(1983),石 器原材の産地分析。考古学と自然科学,16159‐89

4)束村武信(1976),た 地推定における統計的手法。考古学と自然科学,9:7790

5)束村武信(1980),考 古学と物理化学。学 4二 社

表10 九州西北地域原産地採取原石が各原石群に同定されている割合の百分率 (%)

注 :同 定確率を1%以上に設定した。古里陸地で採取された原石1個 (No 6)判 定例=古 里第1群 (62%),松浦第1群 (37%),松浦第2群 (23%),腰岳

(21%)が 1%以上で同定され残りの223個 の原石群に対しては1%以下の同定確率であつた。古里陸地 (66個 )の腰岳群370/Oは 66個の中の37%個
は腰岳群に1%以上の同定確率で帰属される。

九 州 西 北 地 域 原 産 地 地 区 名 (原 石 個 数 )

原 石 群

腰 岳 群

淀 姫 群

古里第一群

第二群

第二群

中町第一群

第二群

松浦第一群

第二群

第三群

第四群

椎 葉 川 群

腰 岳    淀 姫

(26)       (44)

古 里

陸 地

(66)

37

63

11

25

14

14

32

51

24

17

9

古 里

海 岸

(21)

中 町

(44)

牟 田    大 石

(46)       (39)

椎 葉 川

(59)

100

95

12

98

57

93

5

57

33

24

24

43

50

26

39

24

39

54

52

51

26

18

28

33

51

49

33

2

88

68

57

5

33

24

48

2

91

80

2

-48-

土
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表
9-
1

各
黒

耀
石

の
原

産
地

に
お

け
る
原

石
群

の
元

素
比

の
平

均
値

と
標

準
偏

差
値

１ ８ １

原
産

地
原

石
群

名
析 数

分 個
フE

  
  
  
  
  
  
  
  
  

ヨ嵐
  
  
  
  
  
  
  
  
  

士
ヒ

Ca
/K
  
  
  
 T
1/
K 
  
  
 M
n/
Z「

  
  
  
Fe
/Z
「

  
  
  
Rb
/Z
「

  
  
  
Sr
/Z
「

  
  
  
 Y
/Z
「

  
  
  
Nb
/Z
「

  
  
  
AI
/K
  
  
  
 S
i/
K

北
海

道

名
寄

第
一

群

名
寄

第
二

群

白 滝 地 区

赤
石

山

自
土

沢

八
号

沢

幌
加

沢

あ
し
さ

い
滝

近
文

台
第

一
群

近
文

台
第

二
群

近
文

台
第

二
群

台
場

第
一

群

台
場

第
二

群

秩
父

別
第

―
群

秩
父

別
第

二
群

滝
川

第
一

群

滝
川

第
二

群

置
戸
 

所
山

置
戸
 

置
戸

山

北
見
 

常
呂

川
第

2群
北

見
 

常
呂

川
第

3群
北

見
 

常
呂

川
第
4群

ケ
シ
ヨ
マ

ツ
プ
第
―
群

ケ
シ

ヨ
マ

ツ
プ
第
二
群

十 勝
美

璽
第

一
群

美
羹

第
二

群

赤
井

川
第

―
群

赤
井

川
第

二
群

豊
泉

第
一

群

豊
泉

第
二

群

輿
尻

島
 

幌
内

川

青
森

県

折
腰

内

出
来

島

深 浦
八

森
山

青 森 市

戸
門

第
一

群

戸
門

第
二

群

鷹
森

山 迦 石
釈 黒

大

秋
田

県
男 鹿

崎 本
影 脇 月

山
寒

河
江

岩
手

県
折

居
第

1群

折
居

第
2群 花
泉 倉 霊

湯 塩

神
津

島
第

一
群

神
津

島
第

二
群

長
根

箱
根
 

畑
宿

鍛
冶

屋

熱
海

峠

静
岡

県

上
多

賀

柏
峠

西

小
豆

峠

富
山

県

魚
滓

高 同 市
二

上
山

第
二

群
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原
産

地
原

石
辞

名
析 数

分 個
Ca
/K
  
  
  
 T
i/
K 
  
  
 M
n/
Z「

  
  
  
Fe
/Z
「

  
  
  
Rb
/Z
「

  
  
  
S「

/Z
「
  
  
  
 Y
/Z
「

  
  
  
 N
b/
Zf
  
  
  
 A
I/
K 
  
  
  
Si
/К

霧
ケ

腱

観
音

沢

不
D口

峠
第

一
群

和
国

峠
第

二
群

和
田

峠
第

三
群

和
国

峠
第

四
群

和
田

峠
第

五
群

和
国

峠
第

六
群

臓
山
 

和
田

男
女

倉

高
松

沢

う
つ

ぎ
沢

立
科

表
革

峠

双
子

池

冷
山

大
窪

沢

∞ ６
８

‐
２

２
７

７
５

０
６

７
５

３
４

４
５

０
９ ７ 貶 ６
２

３
６

０
２

２
７

４‐ ３
３

佐
渡

第
一

群

佐
渡

第
二

群

上
石

川

板
山

大
白

川

金
津

羽
根

)

|し
刀
F

福
井

県
島 山

安 里
三

兵
庫

県

香
住

第
一

群

香
住

第
二

群

雨
滝

(微
粒

集
)

島
根

県

茂 井 見

加 津 久

岡
山

県

香
川

県

臭
泄

第
―

群

奥
泄

第
二

群

獲
山

神
谷
 

南
山

大
麻

山
南

第
一

群

大
麻

山
南

第
二

群

八
女

昭
和

溜
地

佐
賀

県

中
野

第
一

群

中
野

第
二

群

梅
野

腰
岳

椎
菜

'
松

尾
第

一
群

松
尾

第
二

群

大
分

県

姫 島 地 域

観
昔

崎

両
瀬

第
一

群
*両

瀬
第

二
群

*両
瀬

第
三

群
*イ

イ
崎

*稲
積

荻
台

ナ ロ

長
)0
員

壱 岐 島

久
喜

ノ
辻

ヨ
ケ

浦

角
川

松
浦

第
―

群

松
浦

第
二

群

松
浦

第
二

群

松
浦

第
四

群

淀
姫

中
町

第
一

群

中
町

第
二

群

占
里

第
一

部

占
望

第
二

群

古
望

第
三

辞

松
岳

大
崎

Ｉ Ｉ Ｌ ロ
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表
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黒
耀

石
製

遺
物

群
の

元
素

比
の

平
均

値
と
標

準
偏

差
値

|

●

|

原
産

地
原

石
群

名
析 数

分 個
素

Ca
/K

Fe
/Z

Rb
/Z

Si
/K

熊
本

県

小
国

南
関 酪

大
柿

冠
ケ

岳

湾
室

坂

箱
石

峠

長
谷

峠

五
ケ

瀬
川

往
1船

宮
崎

県

桑
ノ

木
津

留
第

一
群

桑
ノ

木
津

留
第

二
群

霧
島

鹿
児

島
環

間
根

ヶ
平

第
一

群

間
根

ヶ
平

第
二

群

間
根

ケ
平

第
二

群

日
東

五
女

木

上
牛

郵

平
木

場

竜
ケ

水

長
谷

台
 

湾
台

東
山

脈

赤
い

湖

わ
デ

ィア
ン
R(
ML
Z)

北
朝

鮮
白

頭
山

灰
皿

原
達

地
原

石
群

名
析 数

分 個
フじ

  
  
  
  
  
  
  
  
  

ヨ三
  
  
  
  
  
  
  
  
  

Ⅲヒ
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 _

Ca
/K
  
  
  
 T
,/
K 
  
  
 M
n/
Z「

  
  
  
Fe
/Z
「

  
  
  
Rb
/Z
「

  
  
  
Sr
/Z
「

  
  
  
Y/
Z「

  
  
  
 N
b/
Z「

  
  
  
AI
/K
  
  
  
 S
i/
К

群 群 群 群 群 群 群 群 群 群 群 群 群 群

物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物

遺 週 遺 遺 遺 適 遺 週 遺 澄 遺 透 還 遺

６
７

６
。

５
‐

５
９

３
７

４
４

３
２

５
６

３
８

３
２

６
２

４
８

４
８

５
‐

９
６

６
５

４
７

４
５

４
８

０
０

４
。

４
２

８
２

５
‐

４
９

６
５

６
２

２
２

群 群 群

物 物 物

遺 遺 遺

秋
田

県

群 群 群

物 物 物

遺 遺 遺

岩
手

県

群 群 群 辞 群 群 辞 群

物 物 物 物 物 物 物 物

遺 邁 遺 通 遺 適 週 遺

１ １ ， Ｉ Ｉ Ｆ Ｓ

Ｎ
５

よ
旱オ
♀三

:培
9,
 &
::
乙

三 &
8と
♀
 &
8愚

B三
&8
88
 a
,ζ

B三
&8
恐
B 
&も

8互
三8

:Ь
g 
&,
♀

:三
&B
II
 &
窃

」三
&8

よ琵
卦
露
 ;
誓

勢
麓
 

饂
監三

;静
阜 薪

卦
睡
 :
諄

三 謡
彊 
:羅

劃
:萎
 &
麺

翼
:

::
8:
三
移
♀B

♀
 B
:4
を

三 &
8と
B 
&|
を

,三
&8
も
: 
&:
:子

三&
85
] 
&|
|:
こ

8培
十二

 &
B:
♀

三 &
8:
: 
&:
な

8三
&8

群 群 群 群 群 群 群

物 物 物 物 物 物 物

遺 遭 違 遺 遼 遺 適



原
産

地
原

石
群

名
析 欺

分 個

ブじ
  
  
  
  
  
  
  
  
  

ヨ屋
  
  
  
  
  
  
  
  
  

士ヒ

Ca
/K
  
  
  
 T
1/
K 
  
  
 M
n/
ZI
  
  
  
Fe
/Z
r 
  
  
 R
b/
Z「

  
  
  
S「

/Z
「
  
  
  
 Y
/Z
「

  
  
  
Nb
/Z
「

  
  
  
AI
/K
  
  
  
 S
i/
K

辞 群 群

物 物 物

還 遺 還

YM
違

物
群

NM
透

物
群

MK
 l
遺

物
群

MK
-2
遺

物
群

大
分

県
選

物
群

宮
崎

県

追 迫 選

群 群 群

物 物 物

鹿
児

島
県

Kl
週

物
群

K2
追

物
群

K3
灌

物
辞

K1
4遺

物
群

K5
遺

鯵
群

K1
8遺

物
群

K8
4遺

物
群

S6
週

物
群

OK
追

物
群

KK
l遺

物
群

KK
2遺

物
群

HM
l遼

物
群

日
M2
遺

物
群

ON
l遇

物
群

ON
2追

物
群

O0
30
と

O 
O0
4

北
朝

鮮
会

寧
城

外
還

跡
遺

物
辞

03
98
と

00
'6

00
95
■

00
08

01
06
と

00
09

O0
16
と

O 
O0
6

00
24
±

00
07

00
26
±

00
03

03
03
±

00
07

イ
リ

ス
タ

ヤ
ハ
°
ラ
ト
ウ
ン
カ
ー

1

ハ・
ラ
ト
ウ
ン
カ
ー
2

A・
ラ
ト
ウ
ン
カ
ー
3

ハ
°
ラ
ト
ウ
ン
カ
ー
4

ナ
チ

キ

RM
6-
1送

勃
群

RM
6-
2遁

物
群

RM
G-
8還

物
繋

RM
6-
9-
7灌

物
群

RM
Cコ

6遺
勃

群
RM
6コ

7遺
物

辞

２６ ５６ ４
。

４
８

４
８

４
８ 知 ４５ ４５ ４５ ４
５

４
５

４
５

4勿
宿
平

物
群

物
群

物
群

物
群

物
群

物
群

物
群

物
辞

鯵
群

4勿
君
羊

物
群

物
群

物
群

物
群

物
群

物
群

【 客 【 【 氣 【 【 ぷ 【 ぷ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４

標
準

言1
料

O0
76
と

Q0
11
  
  
37
59
■

01
'1
  
  
 0
99
3±

O0
36
  
  
1【
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M群
=桑

ノ
木

津
留

第
1群

、
F群

=u
T遺

物
群

、
日
S2
群

=霞
戸
 

置
戸

山
群

、 
FR
2群

=ケ
シ

ヨ
マ

ツ
プ

第
一

群
に

そ
れ

ぞ
れ

一
致
 

平
均

値
と
標

準
偏

差
値

、
キ

:カ
ラ

ス
質

安
山

岩
、
NK
遺

物
群

i中
ツ
原

選
跡

、
HY
遺

物
群

:日
和

山
遺

跡
、
SN
透

物
群

:三
内

丸
山

湮
跡

出
上

、
KN
選

物
群

:比
掛

沢
遺

跡
、

日
S遼

物
辞

:北
進

遁
跡

、
KI
遺

物
群

i桐
本

還
跡

、
UT
選

物
群

:内
崖

敷
追

跡
、
AI
遺

物
群

:相
ノ
沢

還
跡

、 
FS
選

物
群

:房
ノ
沢

遭
跡

、
SD
遺

物
辞

:下
舘

銅
屋

遺
跡

、
F 
Rt
tM
辞

:束
麓

郷
1 
2遭

跡
、 
FH
還

物
群

:東
9線

8遭
跡

、
KT
遭

物
群

:北
区

1遺
跡

、
KS
遺

物
群

:キ
ウ

ス
4遺

跡
A―

R地
区

、
SG
遺

物
群

:志
風

頭
適

跡
、
OK

選
物

群
:奥

名
野

遺
跡

、
TB
遺

物
群

:戸
平

川
遺

跡
、
NM
運

物
群

:長
桝

運
跡

、
MK
適

物
群

i南
方

選
跡

、
YM
遺

物
群

1南
方

、
藤

尾
、

岩
上

遺
跡

、
AC
l、

2、
3遺

物
群

:ア
チ

ヤ
平

遺
跡

、 
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l、

2違
物

辞
:岩

野
原

追
跡

、
K1
9遺

物
群

IK
39
選

跡
、
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l,
2週

物
群

:計
志

加
里

邁
跡

、
日
Bl
,2
(フ

リ
ン

ト

様
)|
ノ

久ヽ
保

第
2遺

跡
、

日
R選

物
群

:堀
嵐

追
跡

、
日

Mt
tl
t7
群

:春
ノ
山

追
跡

、
KU
4(
硬

質
貫

岩
様
)i
久

本
野

適
跡

、
ON
l,
2:
大

原
野

遺
跡

、
N1
29
:穂

香
遺

跡
、
UH
63
 U
H6
6:
上

ノ
原

適
跡

、
UN
51
還

物
群

:雲
南

遺
跡

な
ど

出
土

選
物

の
慶

tt
不

明
の

原
石

群
。

ウ
ラ

ジ
オ

ス
ト
ツ

ク
0近

:イ
リ

ス
タ

ヤ
通

跡
、

南

カ
ム

チ
ヤ

ツ
カ
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ラヾ

ト
ウ

ン
カ

、
ナ

テ
キ

、
ア

ツ`
チ

ヤ
澄

跡
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m 
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「
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表
11
‐
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各
サ
ヌ
カ
イ
ト
(安

山
岩
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析

号

分

番

素死

Ca/K   Ti/K   h/1n/Zr   Fe/Zr   Rb/Zr   Sr/Zr   Y/Zr      Nb/Zr   A1/K   Si/K

94319
94320
94321
94322
94323
94324
94325
94326
94327
94328
94329
94330
94331
94332
94333
94334
94335
94336
94337
94338
94339
94340
94341
94342
94343
94344
94345
94346
94347
94348
94349
94350
94351
94352
94353
94354
94355
94356
94360

0292   0115
0217   0077
0310   0114
0244   0086
0292   0107
0299   0114
0303   0122
0297   0108
0306   0 114
0284   0 103
0235   0048
0297   0 110
0305   0104
0223   0047
0295   0113
0303   0101
0226   0050
0207   0065
0269   0096
0316   0069
0322   0073
0310   0071
0312   0075
0296   0078
0306   0074
0226   0047
0233   0048
0341   0086
0210   0096
0227   0043
0242   0142
0305   0 103
0251   0141
0227   0050
0233   0047
0228   0033
0280   0173
0212   0037
0335   0084

0062   1805
0055   1 549
0048   1 565
0054   1 594
0054   1685
0061   1765
0052   1 692
0052   1 558
0053   1612
0056   1786
0428   6915
0048   1 527
0051   1 560
0455   7511
0047   1 562
0052   1 585
0384   6128
0050   1427
0053   1 633
0047   1798
0051   1 899
0043   1728
0050   1876
0041   1744
0043   1 739
0414   6826
0428   7057
0049   1884
0074   1 599
0429   6909
0022   1 181
0053   1657
0021   1262
0414   6594
0459   7403
0400   6582
0020   1 159
0081   2769
0043   1648

1042   0744
0986   0680
0997   0712
1056   0689
0994   0716
1 031   0828
0951   0697
1029   0773
0949   0683
1080   0762
1886   1 646
0931   0679
0970   0738
2020   1669
0986   0710
0974   0781
1646   1351
1 138   0729
1042   0726
0738   0464
0711   0478
0674   0439
0711   0471
0659   0431
0721   0466
1829   1 531
1911   1489
0567   0500
1 133   0431
1 926   1696
0744   0389
1 018   0725
0767   0398
1841   1447
2011   1685
1 769   1 578
0650   0362
1 719   0458
0506   0465

0 152   0040
0195   0018
0153   0033
0163   0011
0156   0044
0193   0013
0159   0014
0157   0039
0149   0021
0159   0015
0359   0505
0 166   0025
0187   0035
0333   0540
0173   0000
0159   0061
0215   0549
0189   0055
0177   0019
0 122   0123
0 117   0069
0121   0112
0129   0112
0 119   0089
0139   0 104
0330   0641
0285   0344
0091   0122
0267   0059
0333   0713
0104   0030
0 161   0033
0 122   0035
0378   0662
0363   0604
0351   0687
0095   0027
0299   0235
0078   0126

0023   0386
0016   0288
0023   0382
0018   0258
0022   0376
0023   0383
0023   0381
0023   0362
0024   0389
0023   0363
0036   0374
0024   0379
0024   0380
0036   0376
0025   0382
0022   0355
0036   0374
0014   0251
0020   0338
0022   0294
0024   0316
0022   0305
0023   0307
0028   0324
0023   0307
0035   0367
0037   0386
0024   0326
0019   0293
0036   0374
0017   0257
0024   0393
0017   0259
0035   0374
0034   0375
0037   0380
0018   0270
0027   0319
0025   0335

JG-1 0792   0202   0070   3686   0974   1241   0262   0 101   0024   0313

」G-1 :標 準 試料 ―Ando,A,Kurasawa,H ,Ohmori,T tt Takeda,E 1974 compilation of

表12 航畔遺跡出土黒耀石製石器及び安山岩 (サヌカイト)製造物の元素比分析結果

黒耀石

data on the C」 S geochemical reference samples JG-l granodiorite and
JB-l basalt  Cθ Oθ /7θ

"デ
θβノノουrヵθ/,ヽ/o1 8 175-192(1974)

安山岩 (サヌカイト)

」G-1:標 準試 料 ―Ando,A,Kurasawa,H,Ohmori,T&Takeda,E 1974 compilation of
data on the G」 S geochenlical reference samples JG-l granodiorite and
JB-l basalt  σθOθ /7θ2ブθθ′ノο vrpβノ, たヽ。1 8 175-192(1974)

析

号

分

番

素一死

Ca/K   Ti/K   VIn/Zr   Fe/Zr   Rb/Zr   Sr/Zr   Y/Zr    Nb/Zr   A1/K    Si/K

94357
94358
94359
94361
94362
94363
94364

0878   0
0901   0
0864   0
0885   0
0858   0
1 149   0
0906   0

0727   0354
0732   0358
0739   0359
0732   0350
0688   0345
0487   0221
0725   0388

0072   6023
0082   6601
0077   6106
0076   5895
0080   6273
0085   4401
0061   4989

0546   0071
0559   0070
0600   0075
0557   0086
0555   0070
0301   0086
0468   0067

t71   0027   0261
!95   0026   0255
t82   0026   0251
[83   0026   0255
166   0025   0244
)27   0023   0 178
185   0026   0243

JG l 1273   0277   0057   2674   0761   0195   0783   0078   0031   0405
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表13 肱畔遺跡出上の黒耀石製遺物及び安山岩製造物の原材産地推定結果

分析
番号

物

号

遺
番

層位
上
号

取
番

器  種 ホテリングのT2検定結果 判定結果 備考

94319 Ⅲ 5 剥片 内屋敷UT遺物群(3%),二上山第 1群 (02%) 内屋敷UT遺物奉

94320 Ⅲ 剥片 桐木m5遺物群(01%) 桐木K15遺物を 分析面に自然面少しあり

94321 Ⅲ 剥 片 内屋敷UT遺物群(24%) 内屋敷UT遺物奉

94322 Ⅲ 承1片 内屋敷UT遺物群 (20/0) 内屋敷UT遺物奉

94323 Ⅲ 剥片 内屋敷UT遺物群(78%) 内屋敷UT遺物奉

94324 Ⅲb 剥片 内屋敷UT遺物群(8%) 内屋敷UT遺物君

94325 Ⅲ b 64 剰片 内屋敷UT遺物群(8%),二上山第 1群 (1%) 内屋敷UT遺物を

94326 Ⅲ b 剥片 内屋敷UT遺物群(10%) 内屋敷UT遺物を

94327 Ⅲb 剥片 内屋敷UT遺物群(27%),二 上山第 1群 (20/0) 内屋敷UT遺物春

94328 Ⅲa 剥片 内屋敷UT遺物群(24%) 内屋敷UT遺物を

94329 Ⅲ b 打製石鏃 両瀬第1群 (78%),観 音崎(610/O〉 女巨島

94330 Ⅲ b 剥片 内屋敷UT遺物群(87%),二 上山第 1群 (080/O) 内屋敷UT遺物奉

94331 Ⅲ b 二次加工剥片 内屋敷UT遺物群(42%) 内屋敷UT遺物君

94332 Ⅲ b 剥片 両瀬第 1群 (99%),観 音崎(86%) 姫 島

94333 Ⅲ b 剥片 内屋敷UT遺物群(270/0) 内屋敷UT遺物君

94334 Ⅲ b 剥片 内屋敷UT遺物群(43%) 内屋敷UT遺物奉

94335 皿 b 打製石鏃 両瀬第 1群 (58%),観 音崎(50%) 姫 島

94386 Ⅲb 剥片 桐木lt15遺物群 (50/o) 桐木K15遺物君分析面に自然面少しあり

94337 Ⅲ b 忌」片 内屋敷UT遺物群(5%).桑 ノ木津留第2群 (1°/o) 内屋敷UT遺物君

94338 Ⅳ 剥 片 中町第2群 (91%),松 浦第4群 (64%),古 里第3群 (60%) 中町

94339 Ⅳ 剥片 中町第2群 (59%),古 里第3群 (42%),松 浦第4群 (1%) 中町

94340 Ⅳ 剥片 中町第2群 (95%),松 浦第4群 (90%),古 里第3群 (79%) 中町

9434] Ⅳ 剥片 中町第2群 (970/0),古里第3群 (92%),松 浦第4群 (19°/o) 中町

94342 Ⅳ 46 剥片 古里第3群 (53%).中 町第2群 (49%)、 松浦第4群(15%) 中町

94343 Ⅳ 47 剥 片 中町第2群 (67%),松 浦第4群 (52%),古 里第3群 (32%) 中町

94344 Ⅳ 49 剥片 両瀬第 1群 (99%),観 音崎(97%) 姫 島

94345 Ⅳ 剥 片 両瀬第 1群 (39%),観 音崎(5%) 姫 島

94346 Ⅳ 剰片 淀姫(60%),古 里第3群 (14%),中 町第2群 (4%)松浦第4群 (2%) 淀姫

94347 Vb 剥片 桑ノ木津留第 1群 (93%)】 秩父別第 1群 (04%) 桑ノ木津留

94348 Vb 剥片 観音崎(73%),両 瀬第 1群 (68%) 姫 島

94349 V 承」片 日東(94%),五 女木(92%),白 浜(13%) 日東・五女木

Ⅶ 222 剥片 内屋敷UT遺物群(690/O) 内屋敷UT遺物君

94351 Ⅷ 剥片 五女木(46%),日 東(31%)白浜(14%) 日東 五女木

94352 Ⅲb 打製石鏃 両瀬第 1群 (52%),観 音崎(240/O) 姫 島

94353 Ⅲ a 438 打製石鏃 両瀬第 1群 (90%),観 音崎(680/O) 姫 島

94354 Ⅳa 674 剥 片 観音崎(880/O),両瀬第 1群 (72%) 姫 島

94355 Ⅷ 713 剥 片 五女木(4%) 日東 五女本

94356 凸「 b 剥片 古里第 1群 1450/O),松浦第 1群 (44%),腰 岳(27%) 腰岳 古里 松浦

94357 Ⅲ b 二次加工剥片 多久第2群 (9%),市 ノ原34遺物群 (40/O) 多久

94358 Ⅲ b 剥片 多久第2群 (40/O),市 ノ原34遺物群(09%) 多 久

94359 Ⅲ b 剥片 多久第2群 (8%),市 ノ原34遺物群(02%) 多久

94360 Ⅳ 剥片 淀姫(51%),中 町第2群 (14%),古 里第3群 (12%),松 浦第4群 (3%) 淀姫

94361 Ⅳ 959 剥片 多久第2群 (3%),市 ノ原34遺物群(2%) 多久

94362 Ⅳ a 923 打製石鏃 市ノ原34遺物群(46%),多 久第2群 (1°/o) 多久

94363 Ⅳ b 958 削器 金山東(20%),城 山(4%),金 山西(06%) 金山東

94364 Vb 帖地型石銹 多久第2群 (21%),多 久第 1群 (20%) 多久

注意 :近年産地分析を行う所が多くなりましたが、判定根拠が曖味にも関わらず結果のみを報告される場合があります。本報告では

日本における各遺跡の産地分析の判定基準を一定にして、産地分析を行っていますが、判定基準の異なる研究方法 (上器様式の基準

も研究方法で異なるように)に も関わらず、似た産地名のために同じ結果のように思われるが、全く関係 (相互チェックなし)あ り

ません。本研究結果に連続させるには本研究法で再分析が必要です。本報告の分析結果を考古学資料とする場合には常に同じ基準で

判定されている結果で古代交流圏などを考察をする必要があります。
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第Ⅳ章  まとめ

今回の調査では、後期 旧石器時代後半か ら古代 までの文化層が確認 された。当初予想 された、近接す

る国指定史跡穆佐城跡 との関連遺構は確認 されなかった。

1 後期 旧石器時代の眈畔遺跡 (Ⅵ
oⅦ・Ⅷ層 )

石器群 は、ナイフ形石器・スク レイパー・掻器な どが出土 した。石核 5。 7は上 面 に打面 が設定 され 、

表面 と側面 に剥片剥離が施 され る。 8は 石核左側面か らの剥離 によって打面が作 出され、全周 に剥片剥

離が施 され る。船野型細石 刃核 ブランクの可能 性が高い。 9は上面 を打面 として剥片剥離 が行われ る。

作業面は表面 のみであるが、 8と 同様 、船野型細石刃 核 に関連す るものか。接合資料 は41点 12個体が

確認 された。その うち石核 を含む資料が 4個体ある。それ らは、打面転移が繰 り返 され、縦長剰片が剥

離 され る。石核 8を 船野型細石刃核 ブランク とすれば、ナイフ形石器文化期 と、少な くとも2期 の文化

期が存在 した ことが考 えられ る。

2 縄文時代早期の航畔遺跡 (Ⅳ・V層 )

調査区北側微高地部で は、土坑 4基 と集石遺構 2基 が検 出された。 1号土坑 はⅥ層上面で検 出されて

お り、最 も古い所産 と考 えられ る。平面形状 は長精 円形、床面 は長方形 を呈 し長軸上 に小 ピッ トを 2つ

有する。陥し穴であ ろう。 2号 。3号土坑は本体の掘 り込み面は削平 されている可能性が高 く、出土遺

物・埋上の観察から早期の所産の可能性が高いが正確な時期は不明である。底面 ピットを有する陥 し穴

の可能性が高い。 4号土坑は平面形状は長方形の比較的浅い土坑である。集石遺構はV層上面で検出さ

れた。集石内の礫は、集石間、包含層 との接合が認められる。土器はⅣa層 に中心が見られ、34は鎌石

橋式、35は 轟A式であ り、早期末葉に比定 される。石器はⅣa層 からVc層 まで確認 されてお り細分さ

れる可能性が高い。出土状況から、少な くとも2つの文化層が存在すると想定 される。一期は、Vb層

の帖地型石鏃を含む石器群、 もう一期は、Ⅳa層 を中心 とする土器を含む早期末葉の遺物群である。

3 縄文時代後晩期の眈畔遺跡 (Ш 層 )

縄文時代後期。晩期の遺物が出土 した南西側は中央が落ち込む谷地形を呈する。土器は後期土器の底

部 と思われる編物圧痕が確認されたもの、晩期黒色磨研系の上器が出上 した。石器は、打製石鏃、石匙、

二次加工剥片などが出上 している。石材 も多様である。石器の詳細な該当時期は不明である。

4 古墳時代の航畔遺跡 (Ⅲ 層 )

調査区南側の谷部で土師器甕 1個 体が出上 した。 6世紀後半の所産か。遺構は検出されていない。生

活空間としての利用は希薄であ り、周辺に当時代の遺弥が存在する可能性が考えられる。

5 古代の航畔遺跡 (II層 )

後世の削平により旧地形の復元は困難である。土師器皿・甕・邪が出土 した包含層残存部は谷部に当た

るため流れ込みの可能性 も高い。町内では、高野原遺跡や永迫第 2遺跡 といった段丘状に立地 し、古代

の遺物や ピット群をわずかに有する遺跡が散見される。

6 現在の眈畔遺跡

今は、数十メー トルにわたる法面を擁する農道が建設 され、空中に消滅 してしまった。

-58-

一



写 真 図 版



す

一



了

図版 1

遺跡違景 (北 から)

遺跡還景 (西 から)
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図版 2

土層断面

1ト レンチ谷部

V層  出土状況

南北部

IV層  出土状況

谷部

ⅥI層  出土状況

微高地部

1号土抗

完掘

1号土抗

半裁
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図版 3

2号土抗

完掘

3号土抗

半裁

1号集石

一部は調査区外へ と続 く

4号土抗

完掘

3号土抗

完掘

1号集石と 2号集石
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図版 4

接合資料 1表 面

接合資料 1上面
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接合資料 1右側面
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接合資料 2上面
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図版 5
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